
高知県埋蔵文化財調査報告書 第26集

|

|

_…二衛跡発掘調査報告書

第 9集障

―― 金屋地区の調査 ――

高 知

平成元年3月

県 教 育 委 員 会



土佐国衛跡発掘調査報告書

第 9集

―― 金屋地区の調査 一―

平成元年 3月

高 知 県 教 育 委 員 会



序

高知県教育委員会の主要事業として、土佐国府跡の発掘調査を開始して以来本

年度で 9ヵ 年が経過 しました。          |
この間の発掘調査では、奈良時代から平安時代にかけての周辺官衝群と考えら

れる多数の掘立柱建物跡や溝跡など重要な遺構が検出され、国府域の様相解明に多

くの進展をみることができました。                 r
本年度は、これまでの成果をぶまえた上で政庁跡を確認すべ く、金屋地区を対

象地とし、調査が行われました。その結果、官衛に関連すると考えられる掘立柱

建物跡及び塀跡等を検出することができました。さらに、官衝に関連するである

う全国に類例のない遺構も確認されてお ります。

本書は、昭和63年度の調査成果をまとめたものであり、各方面で活用され、文

化財保護と研究の一助となれば幸です。

最後に、調査にあた り御指導いただいた文化庁、奈良目立文化財研究所をはじ

め、御教示をいただいた先生方、終始御配慮下さった南国市教育委員会ならびに

地権者の方々、そして調査に御協力下さった地元比江地区及び「国府史跡保存

会」の皆様方に深 く感謝の意を表 し御礼申し上げます。

平成元年 3月 31日

高知県教育委員会

教育長 西森 久米太郎
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1 本書は、高知県教育委員会が国庫補助を受けて、昭和63年度に実施した土佐国府跡発掘調

査 (重要遺跡確認緊急調査)の概要報告である。

2 発掘調査は、南国市孜育委員会の協力と、山中敏史氏 (奈良国立文化財研究所埋蔵文化財

センケー主任研究官)の指導を受けて実施した。     |

3 発掘調査体制は次のとお りである。                       (

調査顧問  岡本健児 (高松短期大学教授・高知県文化財保護審議会々長)

調 査 員  廣田佳久 (高知県教育委員会文化振興課主事)

庶  務  楠瀬陽介 (     ″     ″ 埋蔵文化財互長)   .

4 本書の執筆、編集は廣田が行った。執筆に際しては、調査顧問岡本健児氏の指導を得た。

5 遺構については、ST(竪 穴住居址)、 SB(掘 立柱建物跡 )、 SK(土 羨)、 SA(塀 跡)、

SX(性 格不明遺構)で標示し、遺構番号は『土佐国行跡発掘調査』第 1～ 8集からの通 し

番号である。

6 出土遺物の図版番号については、実測図の番号と一致している。

7 遺構の測量にあたっては、昭和58年度に設置 した公共座標第Ⅳ系による基準点を使用 し実

施した。な消、標高は海抜高である。

8 報告書に掲載の縮尺率は、それぞれに示 した。方位 (N)は真北である。

9 調査にあたっては、地権者の方々をはじめとする地元比江地区及び南国市教育委員会の御

協力をいただいた。また、現地作業員並びに整理作業員の皆様の御援助に対し、記して感謝

する次第である。

10 整理作業にあたっては、SXに関連する資料を小森哲也氏 (財団法人栃木県文化振興事業

団)か ら提供 していただいた。記して謝意を表する。

11 出土遺物、その他の資料は、高知県教育委員会において保管している。

ロ
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I 発掘調査にいたる経過

土佐国府跡の発掘調査 (重要遺跡確認緊急調査)は 9年 目であり、事業費500万円、発掘面積

は704.lMで あった。

本律度の発掘調査は、昨年度と同じく高知県教育委員会が事業主体となり実施した。調査対

象地は、昨年度検出された濤跡 (SD-49)の 規模、性格を確認する意味で、昨年度調査区の

北側、金屋地区ホノギ名カナヤノ後及び外杉とした。この地区は、標高約17.5mを測る水田で

昨年度の調査区との比高差約0.2mである。北側は現地形で約1.3m高 くなってお り、丁度永源

寺の参道に該当する。また、約200m北の山腹には日吉神社が鎮座する。

調査は、A区 (西側)から実施し、引き続き野菜の取 り入れが終わってまもないB地区とC

地区に移った。調査期間は、測量も含め昭和63年 10月 12日 から昭和63年 12月 10日 までであった。

調査にあたっては、南国市教育委員会の斡施で土地所有者である小松栄一氏及び小松斎氏に

調査の快諾をいただいた。また、調査地周辺の土地所有者及び比江地区の方々、「国府史跡保存

会」にも多大な御協力をいただき、ここに記して謝意を表 したい。

第 1表 土佐国府跡発掘調査一覧表 (第 1～ 22次調査)

査

数

調

次
期 間 調査地区 調査の種類

検 出 遺 構

出土遺物
掘立柱建物址 溝 跡 その他

1

52.2.1

52.2.3

新 ラ 田
緊急発掘調査

(市道改良工事)

柱   穴 緑釉陶器

2

54.1,27

54.2.1

松 ノ 下 同 上 ２
鞘

柱   穴

3

54.2.13

54.3.1

太郎三郎屋敷 同 上
3

(平安2)
土器沼 1

黒色土器・瓦器

土師器・鉄釘

4

54.4.20

54,5,2
神 ノ 木 戸

跡

査

遺

調

要

認

重

確

3

(奈良末 1・

平安中2)

土 羨 3
円面硯・黒色土器

須恵器・土師器

5

54.8.20

54,9,12

宮 ノ 西
緊急発掘調査

(市道改良工事)

2

(平安末

～鎌倉)

土 羨 2

(奈良末)

円面硯・転用硯

墨書土器   |
風字硯・緑釉陶器

6

54.11.6

54.12.11

ゲ

庁

ク

［国

跡

査

遺

調

要

認

重

確

1

(奈 良 末)

2

(平 安前 1)

柱  穴

(中 世)

円面硯。青磁

白磁

7

55.9,28

55.10.4

キ

鞍

内

シヤ

　

　

ヾ
ヽ

ボク

荷

左

緊急発掘調査

(市道改良工事)

1 土 羨 1
須恵器・青磁

常滑

-1-



査

数

調

次 期 間 調査地区 調査の種類

検 出 遺 構

出土遺物
掘立柱建物址 溝 跡 その他

8

55,11.17

55,12.15

ダ イ  リ
跡

査

遺

調

要

認

重

確

5

(平 安 3)
1

竪穴住居3

貯蔵穴 2

須恵器 (横合)

緑釉陶器

9

56.9.10

56.11,4

内日吉のうち

府 中
同 上 7 5

竪穴住居2

土 羨 7

円面硯

緑釉陶器

56.10,8

56.10.19

＋
小
士
口

神

内
緊急発掘調査

(市道改良工事)

1 柱 穴

11

57.9,17

57.11.6

内 日 吉

太郎三郎屋敷

跡

査

遺

調

要

認

重

確

11

(奈良6・

平安2)

13

(奈良5)

竪穴住居 2

土 羨 16

円面硯・瓦器

青磁・白磁

58,10.5

58.11.7

一異

内

内

堂
同 上

6

(奈良～平安)

1

(6C末～

7C初 )

竪穴住居5

土 羨 5
須恵器。土師器

58.11,22

58.12.10

士
口
い
ク

日肉
四
ク

同 上
2

(奈 良)

2

(中 世)

一戸

羨

井

土 須恵器・瓦器

59,10,1

59,11,1

一 ノ 坪
跡

査

遺

調

要

認

重

確

5

(奈良～平安)

竪穴住居 1

柵 列 5

(奈良～平安

須恵器・土師器

59,11.16

59.11.22

鍛 冶 給 同 上
1

(奈良～平安)

土 羨 1

59,11.30

60.1.10

松 ノ 下 同 上
6

(奈良～平安)

居住

羨

列

穴竪

土

棚

61.10,16

61,11.29

松 ノ 下 同 上
4

(奈良～平安)

4

竪穴住居1

土 羨 10

(平安3)

刻書土器(須恵器)

61.11.12

61.12.19

南 屋 敷 同 上
1

(奈 良)

土 羨 15 須恵器・土師器

61.11.20

61,12,15

内 日 吉

繁急発掘調査

(排水路

改修工事)

l

(平安～中世)

″

62.11,16

62.12.18

松 ノ 下

(横マクラ)

跡

査

遺

調

要

認

重

確

2

(奈良～平安)

3

(奈良～平安)

竪穴住居3

土 羨 3

62.12.1

63.1.8
金 屋 同 上

5

(奈良～平安)

3

(奈良～平安)

居住

羨

列

穴竪

土

柵 緑釉陶器

63.10,12

63.12.10

同 上 同 上
(平 安)

３

２２

１

居住

羨

跡

穴竪

土

塀

須恵器・土師器

円面硯・緑釉陶器
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第 2図 土佐国府跡地名図
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土 佐 国府 跡 現 況 平 面 図

//

1 S52.2 新ラ田

2 S54。  1 除ノ下

3 S54. 2 く郎三Fbヤ シキ

4 S54. 4 神ノ本戸
5 S54. 8 ロノ西

6 S54.11 クゲ 。国デ

7 S55. 9 クポノヤンキ・弔郡互・即

勺 裏

9 S56。  9 府

S56.10 神 ノ ・ 内 日吉

S57. 9 府中・ よb」hインキ

S58。 10 室 ヶ

S58 ク ゲ

S59.10 ノ

S59 鍛 冶

S59 松 ノ

S61.10 松ノ下
S61 面 屋 敦

S61 宮ノ西
S62 松ノ下 (種マ クラ)

S62 釜 屋

S63.11 令 屋

第 3図 土佐国府跡第 1～ 22次発掘区設定図 (S=1/4,000)



調査概要

1.調査の方法と経過

今次の発掘調査対象地は南国市比江字金屋503と 502番地であり、標高約17.5mを測る水田で

ある。小字は金屋で、ホノギを前者がカナヤノ後、後者が外杉と称す。昨年度の第21次調査の

調査対象地の北に位置し、その間に約0.2mの 比高差がみられる。また、北側は、字鍛冶給、辻

に接するが、現地形で約1.3mの段差がある。

調査は、発掘区をA～ C区に分け、A区から順次実施した。A区では、公共座標を基準に南

北 トレンチ (3× 36m)と 東西 トレンチ (3× 24m)を設定することにより、昨年度検出され

た濤跡 (SD-49)の 延長をつかむと共に政庁跡に関連する遺構の検出に努めた。その結果、

南北 トレンチ北部で南北に並ぶ柱穴列、中央部で建物跡の一角、南部で方形の土羨とみられる

13′ 930

-86,400

88,350- -66′ 350

Ｎ
Ｉ

I

14,000

第 4図 発掘区設定図
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|
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遺構群、東西 トレンチ中央部で住居址とみられる遺構をそれぞれ検出した。また、南北 トレン

チ北端部で礫層を検出した。このため、東西 トレンチを南へ19m、 南北 トレンチを北へ 2m、

東へ 7mそれぞれ拡張して調査を実施した。A区南端部で東西に規則的に並ぶ方形の遺構を検

出したことにより、南東端部をさらに東へ2.2m、 南へ1.5m拡張した。

B区は、A区南東部に隣接させ、南北6.5m、 東西15.Omを発掘区とし、A区で検出した方形

の遺構群の広が りとその性格を追求した。

C区は、A区北端部で検出した礫層の広が りを確認するため設けた南北 4mと 3.7m、 東西

6mの発掘区である。

今次の調査によって確認された遺構は、竪穴住居址 3棟、掘立柱建物跡 3棟、土羨22基、塀

跡 1列、性格不明の竪穴遺構15基及び柱穴と考えられるピット群であった。出土遺物は、総点

数約30,000点 と従来の調査に比べ多量であった。これは、遺物包合層の残存状況が比較的良好

であったことと掘 り方の深い遺構が多かったことによるとみられる。遺物の大半は須恵器と土

師器で、特に土師器の占める割合が高かった。また、これらはほとんど細片で摩耗が著しく、

復元可能なものは少なかった。

これらの遺構・遺物は、調査区中央部から南部にかけて集中してお り、弥生時代から古代に

かけてのものである。この中には弥生時代の竪穴住居址 1棟、土羨 7基、古墳時代の竪穴住居

址 2棟、土羨 2基、そして古代の官衛に関連するとみられる掘立柱建物跡 3棟、塀跡 1列が含

まれる。

2.層序

調査において認められた基本層序は以下の通 りである。

第 I層 耕作土層

第 Ⅱ層 黒褐色粘質土層

第Ⅲ層 黒色粘質土層

第Ⅳ層 褐色粘質土層

第 V層 灰褐色砂礫土層

層位中、遺構が検出されたのは第Ⅲ層及び第Ⅳ・ V層上面であった。

第 I層は表土層で、現在の耕作土層である。厚さ15～20cmを 測る。B区でのみ、本層の下層

に旧耕作土層とみられる灰黄色粘質土層を認めた。

第 Ⅱ層は遺物包含層で、調査区南部から中央部にかけて認められ、厚さ40cmを測る部分もあ

るが、北部へと次第に薄 くな り、A区北端部、 C区では消滅する。包合する遺物は、土師器、

須恵器が中心で、比江地区南部の遺物包合層から出土する土師質土器及び中世の遺物は皆無に

等 しい。遺物量は、遺構が集中する中央部から南部にかけてが圧倒的に多い。

第Ⅲ層はA・ C区で認められた黒ボク (音地とよばれる鬼界カルデラの火山灰に腐植上の混
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入したもの)を多量に含む層で、北部へとその堆積が厚 くなる。礫層が露呈するA区北端部で

は消滅する。堆積が厚い北部では、腐植土との混和が十分でなく赤褐色を帯びている箇所が存

し、調査区北端部では、黒色粘質上の下層部で認められた (第 7図 )。 この層は、窪んだ状態の

自然地形に黒ボクが堆積土とともに流れ込んだものと考えられる。また、北部ではこの層の下

層部で遺構を検出した。

第Ⅳ層は無遺物層で調査区中央部から南部にかけての遺構検出面となっている。調査区北端

部では、黒色粘質土との間に礫混 りの淡褐色と暗褐色の粘質土層を確認 した (第 7図 )。 これら

の層も無遺物層である。

第 V層は基盤の砂礫土層であり、A区の北端部で認められた層序であると共に、A区北端部

での遺構検出面となっている。掘 り方の深いSX等 の遺構では、この層まで掘 り込んでいる。

3 遺構と遺物

(1)包含層出土遺物

遺物包合層は第 Ⅱ層のみであり、弥生時代から平安時代にかけての遺物が出土している。図

示できたのは、この内古墳時代以降のものであ り、器種には須恵器、緑釉陶器、土師器、黒色

土器、土錘等がある。これらの大半は平安時代のものである。

須恵器 (第 24・ 25図 1～ 26)

1～ 9は古墳時代の須恵器であり、 1・ 2が杯蓋、 3～ 7が杯身、 8が庭の口顎部、 9が甕

の口縁部であり、 9の 口縁部外面にはハケ状工具によるとみられる斜め方向の刺突文が残存す

る。また、杯蓋 。身ではロクロから切 り離す際のヘラ切 り痕が残存するもの (1・ 4～ 7)が

あ り、回転ヘラ削 り調整は一部に施されているのみである。10は かえ りのある杯蓋である。

11～ 26は古代の須恵器である。11は擬宝珠形のつまみが付 く杯蓋、12～ 15が杯で、12には高台

が付き、15の底部は深 くなっている。16が椀、17～ 19が皿であり、17の 口縁端部は内側へ折 り

返 している。20～23は甕で、23は胴部から底部にかけての破片である。24は鉢、25は円面硯で

ある。円面硯の出土は、土佐国府跡発掘調査では 5例 目である。26は平金の把手の一部ではな

いんヽとみられる。
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Y=14′ 027

X=66′ 428

Y=14′ 027
1      1

(DL=17.50m)
第 7図  調査区北端部セクシ ョン図
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緑釉陶器 (第 25図 27～29)

27。 28は碗の口縁部、29は碗の底部であり、 27・ 28が濃緑色、29が淡緑色を呈す。

土師器 (第25。 26図30～43)

30は杯、31～34は小杯で、杯の口径は12clll以 上、器高は3.5clll以上、小杯の口径は10.5cm以

下、器高は3.5cm以下を測る。これらの底部はすべて回転ヘラ切 りである。35は椀で、高さ

1.4clllの高台が付 く。36は皿、37～40は小皿で、皿の口径は12cm以 上、小皿の口径は10.5cm以下

を測る。これらの底部はすべて回転ヘラ切 りである。41・ 42は台付皿で、41に は高さ2.3cn、

42に は高さ2.5cnの 「ハ」の字状に開く高台が付 く。43は小型甕で、外面には煤が付着する。

黒色土器 (第 26図 44)

椀であり、底部外面端部には断面逆三角形の小さな高台が付 く。内面が黒色を呈す内黒の土

器で、内面にのみヘラ磨きを施す。

土錘 (第 26図 45～55)

45～ 47が須恵質、48～55が土師質の上錘である。45～47・ 50。 52～ 55はほぼ円筒形で、それ

ら以外は紡錘形を呈す。

(2)弥生時代

弥生時代に属する遺構として、竪穴住居址 1棟 (ST-25)、 土羨 7基 (SK-79～ 85)を検

出した。 7基の土羨の内 5基は墓羨であるとみられる。

堅穴住居址

ST-25

ST-25は、A区南東端部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の約 %は調査区外にあり、全体は

調査 していない。遺構は、SK-98及びピット等に切られ、南側の壁は残存 していない。平面

形はほぼ円形で、直径5.05mを 測る。壁はほぼ平坦な床面より急角度に立ち上が り、部分的に

袋状をなして立ち上がっている。その高さは0,55m前 後で床面の標高は16.592～ 16.655mを測

る。埋土は基本的に黒色粘質土であるが、床面直上部で黒色粘質土に褐色粘質上の上粒を多 く

含む箇所と若千含む箇所が一部認められた。付属遺構として 9個のピットと壁濤を確認 した。

ピットの内 3個は、壁に沿って検出された。それらの深さは、床面から4～ 23cmであり、他の
(3)

6個のピットはすべて床面から10clm以下である。これらからして、主柱穴に足る深さを有する

明確なピットは存在 しないが、壁に沿って検出したピットが主柱穴になる可能性もあるのでは

なかろうか。出土遺物の量は比較的多かったが、そのほとんどは外面にタタキロが残存する甕

の細片であり、図示できたものは 5点であった。

出土遺物

弥生土器 (第 26図 56～60)

56は壷で、口縁部は大きく外反する。57は甕の底部で、外面にはタタキロが残存する。58は

観で、底部中央部に径 7 nllllの 円孔を穿つ。59。 60は支脚の脚台部で、59は外面にタタキロ、内
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面にしば り目が残存する。60の脚台部は、底部中央部に5.5malの 円孔を穿ち、外面には下部から

上部へ向ってへの指ナデ調整を施すものである。

土墳

SK-79(第 8図 )

SK-79は、A区中央部南寄 り、第Ⅳ層上面で検出した木棺墓である。遺構の東南端部に

ピット1個が掘 り込まれていた。平面形は舟形を呈し、長辺2.55m、 短辺0.80m、 深さ0,42m

を測る。長軸方向はN-89° 一Eで、ほぼ真東を向く。遺構は 2段掘 りとなっており、断面形は

逆凸状を呈す。底面よリー段上がった平場の北側と南側に側石を配 し、東端に人頭大の河原石

を置 く。埋土は、上層が黒色粘質土、下層が黒色粘質土に褐色粘質土のブロックを含む土であ

る。出土遺物は極めて少なく、図示できたのは 1点であった。

出土遺物

弥生土器 (第 26図61)

董の口縁部の破片で、日縁部はラッパ状に大きく外反する。

SK-80(第 8図 )

SK-80は、 SK-79の西約 2mに位置し、第Ⅳ層上面で検出した。平面形はほぼ方形を呈

し、長辺2.30m、 短辺0.88m、 深さ0。 18mを測る。長軸方向はN-78° 一Eである。断面形は中

央で舟底形、西で逆台形状を呈す。埋土は黒色粘質上で、底面でピット4個を検出した。遺物

は、外面にタタキロが存する甕の細片が 1点のみであった。

―
―

ヱ

SK-79        t

― B
I 黒色粘質上      I
H 黒色粘質土

(禍色粘質上のプロックを含む)

A―
黒色粘質上

(DL=17.20m)

第 8図  SK-79・ 80

１
１
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SK-81・ 82(第 9図 )

SK-81・ 82は、A区南西部、第Ⅳ層上面で検出した。平面形は、 2基 とも舟形を呈し、 S

K-81が長辺1.50m、 短辺0.40m、 深さ0,09m、 SK-82が長辺2.00m、 短辺0.40m、 深 さ

0.09mを 測る。長軸方向は、 SK-81が N-87° 一E、 SK-82が N-61° 一Eである。断面形

は 2基とも舟底形を呈 し、ほぼ平坦な底面から緩やかに上がる。 SK-82の底面にはピット1

個が掘 り込まれる。埋土は黒色粘質土であった。出土遺物は、 SK-80同様皆無に等しく図示

できるものはなかった。

SK-83

SK-83は、A区南部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の東側は、 SX-1に 掘 り込まれ、残

存 していない。平面形は舟形を呈 し、長辺1.36m以 上、短辺0.58m、 深さ0.20mを 測る。長軸

方向はN-60° 一Eと SK-82と ほぼ同一方向である。断面形は概ねU字形を呈 し、壁はほぼ

平坦な底面から比較的急な角度で上がる。埋土は黒色粘質上である。遺物は、メタキロの存す

る弥生土器の細片が 3点 であった。

SK-84・ 85(第 9図 )

SK-84・ 85は、A区西部北寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。 SK-84が SK-85の東端部を

切っている。平面形は、 2基 とも不整楕円形を呈し、SK-84が長辺1.79m、 短辺1,36m、 深

さ0.16m、 SK-85が長辺1.70m、 短辺1.60m、 深さ0.16mを 測る。長軸方向は、 SK-84が

N-5° 一E、 SK-85が N-89° 一Eで、直交 した形となる。断面形は 2基 とも舟底形を呈 し、
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ほぼ平坦な底面から緩やかに上がる。埋土は黒色粘質上で、 SK-84が褐色粘質上のブロック

を多く含むのに対 しSK-85はその混入が少なかった。出土遺物は少な く、タタキロが存する

方生土器の細片が十数点ずつあったに過ぎない。

(3)古墳時代

古墳時代に属する遺構 として、竪穴住居址 2棟 (ST-26・ 27)、 土羨 2基 (SK-86・ 87)

を検出した。

堅穴住居址

ST-26(第 10図 )

ST-26は、A区ほぼ中央部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SK-86の北側を切 り、西

壁で 2個のピットに掘 り込まれていた。平面形は方形で、長辺4.4m、 短辺4.3mを測る。長軸

方向はN-78° 一Wである。壁は概ねほぼ平坦な床面から角度を持って上がるが、北壁では床

面との比高差約 3 clnと 遺存状態が悪い。最も残存状態の良い部分でも20cn前後である。床面の

標高は16.878～ 16.974mを測る。埋土は黒色粘質土に褐色粘質上のブロックを若千含むもので

あった。付属遺構として多数のピットを検出した。この内主柱穴と考えられるのはP-1～ 4で

-9乙
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ある。規模は、P-1が 径0.34m、 深さ0.29m、 P-2が 径0.36m、 深さ0.29m、 P-3が 径

0.34～ 0.40m、 深さ0.33m、 P-4が 径0.35m、 深さ0.29mで 、ほぼ同規模の主柱穴であった

といえる。これら柱穴の柱間距離はPl～ 2間 2.40m、 P2～ 3間 2.35m、 P3～ 4間 2.45m、

P4～ 1間2.25mで、ほぼ等間隔である。住居址中央部には、平面形が隅丸方形で長辺1,45m、

短辺 1。 35m、 深さ0.09mを測る浅い落ち込みが存在するが、その性格は不明確である。これら

以外のピットは、P-5が 深さ0.23m、 P-6が 0,26mを 測る以外深さ0。 10m前後 と浅 く、主

柱穴とは考え難い。また、建替えは、主柱穴とな り得るピットが先述の 4個以外にないことか

ら、行われなかったと考えられる。出土遺物には、須恵器、土師器があるが、遺構の遺存状態

が不良であったため量的に少なく、かつ細片であり、図示できたのは 3点 のみであった。

出土遺物

土師器 (第 27図 62～ 64)

すべて甕で、62の み全器形を知ることができる。62の甕の口縁部は胴部から「く」の字状に

外反しそのまま日縁端部に至 り、九 く仕上げる力＼ 63と 64の甕のそれは日縁端部でさらに外傾 し、

細 く仕上げる。

ST-27

ST-27は、ST-26の南東約 2mに位置 し、第 V層上面で検出した。遺構は、東壁でSK

-87、 北西壁で 2個のピットに掘 り込まれていた。平面形はほぼ方形で、長辺5.Om、 短辺

4.4mを測る。長軸方向はN-28° 一Wである。壁はほぼ平坦な床面から角度を持って上がると

みられるが、壁高は 5 clll前後 と極めて遺存状態が悪い。床面の標高は17.085～ 17.177mを 測る。

埋土は黒色粘質土に褐色粘質上のブロックを若干含むものであった。付属遺構 として大小20個

のピットを検出したが、その配置等から主柱穴と考えられるピットは確認できなかった。その

他付属遺構とみられるものは検出されなかった。出土遺物には、須恵器、土師器があるが、遺

構の遺存状況が極めて不良であったため少なく、かつ細片であった。

土墳

SK-86

SK-86は、A区ほぼ中央部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の北側は、 ST-26に掘 り込ま

れ残存 していない。平面形は方形を呈 していたとみられ、長辺1.67m、 短辺1.47m以上、深さ

0.09mを 測る。長軸方向はN-74° 一Eである。断面形は逆台形を呈し、壁は底面 より急角度で

上がる。埋土は黒色粘質上である。遺物は、土師器の甕の細片が15点 であった。

SK-87

SK-87は、A区中央部南東寄 り、第 V層上面で検出した。遺構は、ST-27の東壁を切っ

て掘 り込まれていた。平面形は方形を呈し、長辺1.20m、 短辺1.14m、 深さ0.05mを測る。長

軸方向はN-71° 一Eである。断面形はほぼ逆台形を呈するとみられるが、遺構 の遺存状況が

不良で不明確である。埋土は黒色粘質上である。遺物は、土師器の細片が数点で皆無に等 しい。



(4)古代

古代に属する遺構として、掘立柱建物跡 3棟 (SB-56～ 58)、 土羨13基 (SK-88～ 100)、

塀跡 1列 (SA-16)、 性格不明遺構15基 (SX-1～ 15)及び建物跡の復元には至らなかった

が柱穴とみられるピット群を検出した。

掘立柱建物跡

SB-56(第 11図 )

SB-56は、A区中央部南西寄 り、第 V層上面で検出した桁行 2間 (総長約4.2m、 14尺 )、

梁間 2間 (総長3.3m、 11尺)の南北棟掘立柱建物跡である。棟方向は、N-3° 5′ ―Eで ある

が、棟に歪みがあリー定しない。柱間寸法は、桁行が1.8～2.4m(6～ 8尺 )、 梁間が1.5～

1.8m(5～ 6尺)と まちまちである。柱穴の掘 り方はほぼ方形で、一辺64～ 94clllを 計 り、柱径

は15～ 25clllで ある。 これら柱穴の深さは検出面から13～ 34cmで、底面の標高は16,782～

16.982mを測る。埋土は基本的に黒色粘質土で、部分的に褐色粘質上の上紅を若千含むもので

あった。遺物には、弥生土器片 2点、須恵器片 1点、土師器の杯ないし椀の細片 6点があるが、

復元可能なものはなかった。
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SB-57

SB-57は、A区南端部西寄 り、第Ⅳ層上面で検出した桁行不明、梁間 2間 (総長約4.2m、

14尺)の南北棟掘立柱建物跡と推測される。棟方向はN-2° 19′ 一Eである。柱間寸法は、桁行

が不明で、梁間が1.8～ 2.4m(6～ 8尺)である。柱穴の掘 り方はほぼ方形で、一辺60～68cm

を測 り、柱径は15～ 25clnで ある。これら柱穴の深さは検出面から22～ 60cmで 、底面の標高は

16.737～ 16.892mを測る。埋土は基本的に黒色粘質土で、部分的に褐色粘質土の土粒を考千含

むものであった。遺物には、須恵器、土師器があり、図示できたのは 3点である。

出土遺物

須恵器 (第 27図 65)

皿で、口縁部は体部から上外方へ真直にのび、端部は丸 く仕上げる。底部は回転ヘラ切 りで、

器面は摩耗が著しい。

土師器 (第 27図 66,67)

66は杯で、底部は回転ヘラ切 りである。67は皿で、形態的には65の須恵器の皿とほぼ同じで

ある。

SB-58

8B-58は、A区とB EXlに跨って消 り、A区の柱穴はSK-93を 掘 り下げた段階、 B区の柱

穴は不定形の浅い落込みを除去 した段階でそれぞれ検出した。建物は桁行不明、梁間 2間 (総

長約4.2m、 14尺)の南北棟掘立柱建物跡 と推測される。棟方向はN-14° 2′ ―Eである。柱間

寸法は、桁行が不明で、梁間が1.8～ 2.4m(6～ 8尺)である。柱穴の掘 り方はほば方形で、

一辺58～ 98cmを 測 り、柱径は、各柱穴に残存する礎盤とみられる石から径20cm前後 と考えられ

る。これら柱穴の深さは検出面から9.5～27cmで、底面の標高は16.427～ 16.671mを測 る。埋土

は基本的に黒色粘質土で、部分的に褐色粘質上の土粒を若干含むものであった。遺物には、タ

タキロの存する弥生土器片、須恵器の杯身・蓋、土師器の杯の細片があるが、図示できたのは、

混入したとみられる須恵器 1点であった。

出土遺物

須恵器 (第 27図 68)

須恵器の杯身で、たちあが りは 6111111と 低 く、底部外面はヘラ切 りである。

土墳

SK-88(第 12図 )

SK-88は、A区南端部、第Ⅳ層上面で検出した◇遺構は、SX-5の 西半分を切 って掘 り

込まれている。検出時は、調査 EXl外へ延びる遺構とみられたが、約 5 cm掘 り下げた段階で明確

なプランを確認できた。平面形は方形を呈 し、長辺約1,78m、 短辺約1.72m、 深さ1.1lmを測

る。長軸方向は、N-0° 一Eで、真北を向く、断面形は概ね逆台形を呈するが、袋状を成す箇

所がある。壁はほぼ平坦な底面 よりほぼ垂直に上がる◇埋土は 6層に分れ、第 1層黒色粘質土、

-14-
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出土遺物

SK-88(集石検出状態 )

第 Ⅱ層淡黒色粘質土に褐色粘質上の

上粒を多量に含む、第Ⅲ層黒褐色粘

質土、第Ⅳ層淡黒色粘質上、第 V層

淡黒色粘質土に褐色粘質上の上粒を

少量含む、第Ⅵ層黒色粘質土に褐色

粘質上の上粒を若千含むものである。

この内、第 I層中から集石を検出し

た。その状況からみて投棄されたも

のと考えられる。また、付属遺構と

みられるものは確認されなかった。

遺物量は比較的多 く、界種には、須

恵器、土師器があり、図示できたの

は 8点であった。

須恵器 (第27図 69・ 70)

69は杯で、底部から体部にかけてが残存する。高台は、断面逆台形を呈する確 りしたもので

ある。70は皿で、底部は回転ヘラ切 り、体部から口縁部にかけてほぼ真直に立ちあがる。

土師器 (第27図71～76)

71～73は杯で、底部はすべて回転ヘラ切 りである。73の器高は4.8clllと 他に比べ高い。74は盤

で、高さ 8111111の 高台が付き、内外面にヘラ磨きを施す。75。 76は皿で、底部は回転ヘラ切 りで

ある。75は完形である。

SK-89・ 91

SK-89・ 91は、A区南端部、第Ⅳ層上面で検出した。 2基とも、遺構の大半が調査区外ヘ

延びてお り、全容は不明である。後述のSXの ような遺構となる可能性もある。平面形は方形

を呈するとみられ、SK-89が長辺2.83m、 短辺0.53m以 上、深さ0.18m、 SK-91が 長辺

2.20m以 上、短辺 0。 24m以上、深さ0.67mを 測る。長軸方向は、SK-89が N-89° 一W、 SK

-91がN-88° 一Wと ほぼ同一方向である。断面形はほぼ逆台形で、SK-91の 壁は底面か ら

垂直に近い角度で上がる。埋土は、 2基とも黒色粘質土である。遺物には、須恵器、土師器が

あるが、すべて細片であった。

SK-90

SK-90は、A区南端部東寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の中央部は、SX-6に よっ

て掘 り込まれている。平面形は不整形で、北と東に濤状に派生する。長辺5。 38m、 短辺5.20m

深さ0.09mを 測る。長軸方向はN-3° 一Wである。断面形は概ね逆台形を呈し、壁は床面より

急角度で上がる。埋土は黒色粘質上で、遺物には、須恵器片、土師器片、土錘があった。

――B

(DL=17.20m)

9        1 2m
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出土遺物

土錘 (第 27図 77)

土師質の土錘で、紡錘形を呈す。

SK-92

SK-92は、A区南東部、第Ⅳ層上面で検出した。平面形は不整形で、長辺1.50m、 短辺

0.86m、 深さ0.08mを 測る。長軸方向はN-85° 一Wである。断面形はほぼ逆台形を呈し、壁は

南側で急角度、北側で緩やかに上がる。底面には、深さ10cmの ピット1個が掘 り込まれる。埋

土は黒色粘質土である。遺物には、須恵器片 1点、土師器片 9点があるが、すべて細片であり、

図示できるものはない。

SK-93

SK-93は、A区南東端、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、 ST-25の 南を切って掘 り込ん

でいる。一方、SX-9及 び数個のピットに掘 り込まれる。平面形は不整方形で、長辺5.60m、

短辺3.80m以上、深さ0.72mを 測る。長軸方向はN-84° 一Wである。断面形は概ね逆台形を呈

し、壁は底面 より急角度で上がる。また、壁は途中で部分的に平場を有す。埋土は黒色粘質土

である。遺物には、外生時代の住居址を掘 り込んでいるため弥生土器片が比較的多くあり、他

に須恵器片、土師器片もあった。これらの大半は細片で、図示できたのは、混入したとみられ

る遺物類であった。

出土遺物

弥生土器 (第27図 78)

小形の器台とみられるもので、脚部の大半が欠損する。脚部内面にはしば り目が残存する。

須恵器 (第28図 79)

杯身で、焼成時の歪みが残存する。底部はヘラ切 りである。

砥石 (第28図80)

砂岩の砥石で、表裏両面を使用する。叩石としての再利用が考えられる。

SK-94

SK-94は、B区西部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の南東部は、SX-9に よって掘 り込

まれる。平面形は不整方形で、長辺3.15m、 短辺2.58m以上、深さ0.35mを 測る。長軸方向は

N-87° 一Wである。断面形はほぼ逆台形を呈 し、壁は底面 より急角度で立ち上がる。底面には

大小10個 のピット、西壁、南壁直下には幅15cm前後の細い濤を一部で確認した。埋土は黒色粘

質上である。遺物には、須恵器片、土師器片があるが、ほとんど細片であり図示できたのは 1

点であった。

出土遺物

土師器 (第28図 81)

羽釜で、口縁部直下に鍔が付 く。外面には煤の付着は認められない。
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SK-95

SK-95は、B区中央部西寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、南端でピット1個 を切っ

ている。平面形は舟形で、長辺1.06m、 短辺0,39m、 深さ0.09mを 測る。長軸方向はN-5°

一Eである。断面形は舟底形を呈 し、壁はほぼ平坦な底面より緩やかに上がる。埋土は黒色粘

質上である。遺物はすべて土師器で、器形には杯ないし杭と甕がある。すべて細片であった。

SK-96

SK-96は、B区北東部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の西側はSX-12に切られ、また、

その大半は調査区外に延びており全容は不明である。平面形は、方形になる可能性もあるが、

現状では不整形で、長辺2.00m以 上、短辺0.64m以 上、深さ0。 13mを測る。長軸方向はN―

77° 一Eである。断面形はほぼ逆台形を呈するとみられ、壁は底面より急角度で立ち上がる。

埋土は黒色粘質上である。遺物には、弥生土器片、土師器片があるが、すべて細片で、かつ摩

耗する。

SK-97・ 98

SK-97・ 98は、B区中央部東寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。 SK-97は SK-98を切って

掘 り込み、また、 2基ともSX-13。 14を切っている。平面形は、 2基とも不整方形で、SK
-97が長辺4.00m以 上、短辺3.29m、 深さ0,27m、 SK-98が長辺2.80m、 短辺0.56m以 上、

深さ0,43mを 測る。長軸方向は、SK-97が N-88° 一E、 SK-98が N-72° 一Eである。断

面形は、 2基ともほぼ逆台形を呈し、壁は底面より急角度で立ち上がる。埋土は、SK-98が

黒色粘質土、SK-97が黒色粘質土に褐色粘質上の上粒を若干含むものであった。遺物は、そ

の大半が土師器の細片であるが、図示できたのは、混入したとみられる土製支脚と土錘である。

2点 ともSK-97か らの出上である。

出土遺物

弥生土器 (第 28図 82)

支脚で、角部 2本 と脚台部下半が欠損する。脚台部内面にはしば り目が残存する。

土錘 (第28図 83)

土師質の上錘で、ほぼ円筒形を呈す。

SK-99

SK-99は、B区東部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SK-87を切って掘 り込まれてい

た。平面形は方形で、長辺1.78m、 短辺1.59m、 深さ0。 29mを測る。長軸方向はN-8° 一Eで

ある。後述のSXと ほば同形、同規模であるが、杭穴と階段状の段部が欠落する点で異なる。

断面形は逆台形を呈し、壁は底面から垂直に近い角度で立ち上がる。埋土は、上層が黒色粘質

上、下層が褐色粘質土のブロックを多量に含む黒色粘質土であった。また、底面北端部で検出

した平面形が方形のピットは、SK-97の 埋土とは異なり、SK-99に よリピット上部を掘削

されたものと判断される。遺物量は比較的多 く、器種には須恵器、土師器、黒色土器 (内黒)

があるが、すべて細片で図示できるものはなかった。
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SK-100

SK-100は、B区東端部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の

東半分は調査区外にあり、全容は不明である。平面形は不整精

円形で、長辺 1.90m、 短辺0.95m、 深さ0。 16mを測る。長軸方

向はN-1° 一Wで、ほぼ真北を向く。遺構は 2段掘 りで、断面

形は舟底形を重ねた形とな り、壁は底面、平場より緩やかに立

ち上がる。埋土は黒色粘質上であった。遺物には弥生土器の甕

片から土師器の小皿片までがあり、全部で16点である。これら

はすべて細片で、図示できるものはなかった。

塀跡

SA-16(第 13図 )

SA-16は、A区北部、第Ⅲ層下層部で検出した南北の塀跡

である。試掘 トレンチで検出したため、当初建物跡を想定 し、

東側を拡張したが、相対する柱穴は検出されず、塀跡とした。

方向は、N-6° 8′ ―Eで、ほぼ磁北を向 く。規模は 6間 (総長

約11.25m、 37.5尺)で、柱間寸法は1,65～ 2.10m(5.5～ 2.1

尺)と 区々である。柱穴の掘 り方は、 1個が径37cmの 円形であ

る以外、すべて方形で、一辺65～ 97clllを 測 り、柱径は17cln前後

と考えられる。これら柱穴の深さは検出面より16.3～ 42.Oclllで、

底面の標高は16.605～ 17.007mを測る。埋土は褐色粘質土の土

粒を若干含む黒色粘質土であった。遺物は、弥生土器、須恵器、

土師器の細片が数′点出土しているのみである。

性格不明遺構

SX-1・ 2(第 14図 )

SX-1・ 2は、A区南部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、

P-1を 切って掘 り込まれてお り、検出段階では東西に長い平

面形が長方形を呈する遺構とみられ、約 7 clll掘 り下げた時点で

2基のプランを確認 した。平面形は、 2基とも正方形に近い方

K SX― い 長� 航 短� 航 脚 航 SX ω L評 冽

I)神
-2が長辺1.88m、 短辺1.63m、 深さ0.55mを 測 り、ほぼ同規    第 13図  SA-16
模である。長軸方向は、SX-1が N-87° 26′ ―E、 SX-2が N-89° 8′ ―Eであり、ほぼ同

一方向を示す。断面形は逆台形を呈し、壁はほぼ平坦な底面から垂直に近い角度で立ち上がっ

ている。底面の標高は、 2基とも16.560～ 16.669mを測る。埋土は、 2基とも上層が褐色粘質

上の土粒を多量に含む黒色粘質土で、下層が褐色粘質上のブロックを若千含む黒色粘質土であ
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る。付属遺構として、各 4個の杭穴と南壁に掘 り残された階段状の段部を確認 した。杭穴の規

模は径 8～ 16clll、 深さ 6～ 1lcnを 測 り、杭間距離は、SX-1が 0.73～ 0.80m、 SX-2が

0,88～ 0。 98mで ある。段部の底面からの高さは、SX-1が 44cln、 SX-2・が41clllである。遺

物は、須恵器、土師器等があるが、全般に細片であり、図示できたのは、 4点で、84～86が S

X-1、 87が SX-2か らの出土である。87は混入したものとみられる。

出土遺物

土師器 (第28図84)

杯で、底部は回転ヘラ切 りである。体部は内湾気味に上外方へ立ち上が り、口縁部でやや外

傾する。口縁端部は丸 く仕上げる。

土鍾 (第 28図 85・ 86)

土師質の上錘で、85がほぼ円筒形、86が紡錘形を呈す。

須恵器 (第 28図 87)

杯身で、古墳時代のものである。たちあが りは、1.2cmと 比較的高 く、底部外面ほぼ全面に回

転ヘラ削り調整を施し、 3～ 7の ような底部外面のヘラ切 り痕は認められない。
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黒色粘質上 (褐色粘質上の上粒を多量に含む)

黒色粘質上 (掲色粘質上のブロックを若千含む)

(DL=17.20m)
第14図 SX-1・ 2、 P-1
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SX-3(第 15図 )

SX-3は 、A区南西端、第Ⅳ層上面で検出し

た。遺構の西半分と南端部は調査区外である。平

面形は方形で、長辺2.20m以上、短辺1.49m以 上、

深さ0.46mを 測る。長軸方向はN-1° 9′ ―Wで、

ほぼ真北を向く。断面形は逆台形を呈し、壁はほ

ぼ平坦な底面から垂直に近い角度で上がる。底面

の標高は16.624～ 16.681mを測る。埋土は、上層

が黒色粘質土、下層が褐色粘質土の土粒を多量に

含む黒色粘質土である。付属遺構として、 2個の

杭穴と南壁に掘 り残された階段状の段部を確認 し

た。杭穴の規模は径15～ 18cln、 深さ約10clnで ある。

杭間距離は 1。 15mで ある。段部の高さは、底面か

ら34clmで ある。遺物は、須恵器、土師器があるが、

その大半は細片である。

出土遺物

須恵器 (第28図88。 89)

88は回転ヘラ切 り底の杯、89は甕で、

土師器 (第28図90～ 92)

A―

(DL=17.20m)

第15図  SX-3

底部から胴中央部にかけて残存する。

黒色粘質土  
十一″″‐十一‐

(褐 色粘質上の上粒を若干含む)

黒色粘質土

ＮＩ

　　
ト

黒色粘質上

黒色粘質上

(禍 色粘質上の上粒

を多量に含む)

1      ?m

90は椀で、高さ1.2clnの 高台が付 く。91・

92は皿で、口縁端部を若千肥厚する。

SX-4(第 16図 )

SX-4は 、A区南端部西寄 り、第Ⅳ層上

面で検出した。平面形は方形で、長辺2.20m、

短辺2.15m、 深さ0.35mを 測る。長軸方向は

N-1° 55′ ―Wで、ほぼ真北を向く。断面形は

逆台形を呈 し、壁は平坦な底面から垂直に近

い角度で上がる。底面の標高は16.754～ 16.797

mを測る。埋土は基本的に黒色粘質土であり、

褐色粘質上の上粒の合有量により3層に分層

できる。付属遺構として、 4個 の杭穴と南壁

に掘 り残された階段状の段部を確認 した。杭

穴の規模は径 12～ 17clll、 深さ 7～ 16cmである。

杭間距離は1.10～ 1.18mで ある。段部の高さ

黒色粘質上
(掲色粘質上の上粒を多量に含む)

第 16図  SX-4
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は、底面から31cnである。遺物は、須恵器、土師器があるが、その大半は細片であった。

出土遺物

土師器 (第 28図 93)

杯で、底部は回転ヘラ切 りである。体部は内湾気味に上が り、口縁部で外反し、端部は細い。

SX-5(第 17図 )

SX-5は 、A区南端部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の西半分は、SK-88に切られ残存

していない。平面形は方形で、長辺1.75m、 短辺0,83m以 上、深さ0.60mを 測る。長軸方向は

N-3° 51′ ―Wである。断面形は逆台形を呈 し、壁は平坦な底面から垂直に近い角度で上がる。

底面の標高は16.552～ 16.622mを測る。埋土は黒色粘質上で、下層部に褐色粘質上の上粒を若

干含む黒色粘質土を認める箇所があった。付属遺構として、 2個の杭穴と南壁に掘 り残された

階段状の段部の一部を確認した。杭穴の規模は径約10cm、 深 さ 5～ 8 cmで ある。杭間距離は

0,83mで ある。段部の高さは底面から21clnで ある。遺物は、須恵器、土師器があるが、ほとん

ど細片である。

出土遺物

土師器 (第28図 94～ 97)

94～ 96は杯である。底部外面はすべて回転ヘラ切 りである。97は皿で、完形であり、底部外

面は回転ヘラ切 りである。

SX-6(第 18図 )

SX-6は 、調査区南端部東寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SK-90を切って掘 り

込み、南壁でピット1個に掘 り込まれていた。平面形は方形で、長辺2.31m、 短辺2.20m、 深

さ0.64mを 測る。長軸方向はN-84° 7′ ―Eである。断面形は逆台形を呈し、壁は平坦な底面か

ら垂直に近い角度で上がる。底面の標高は16.484～ 16.557mを 測る。埋土は、3層に分層でき、

第 I層が黒色粘質土、第 Ⅱ層が褐色粘質上の土粒を多量に含む黒色粘質土、第皿層が褐色粘質土
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の土粒を若千含む黒色粘質土であった。付属遺構として、 5個の杭穴と南壁に掘 り残された階

段状の段部を確認 した。杭穴の規模は径10～ 12cln、 深さ12～ 17cmである。 この内、南壁直下か

ら検出された杭穴は、他の杭穴と位置的にずれる。他の 4個 の杭間距離は1.20～ 1.27mで ある。

段部の高さは底面から41cmで ある。遺物は、須恵器、土師器、土錘、銅環があり、復元可能な

遺物が比較的多 くあった。

出土遺物

須恵器 (第 28。 29図98～ 102)

98は杯身で、底部外面はヘラ切 りである。99は杯蓋で、つまみは残存 していない。100は高杯

の脚台部とみられる。 101・ 102は 甕で、口縁部が残存する。

土師器 (第29図 103～ 110)

103～ 106は杯で、底部はすべて回転ヘラ切 りである。103の 内外面と104の 内面にはヘラ磨き

を一部施す。 1071ま椀で、断面逆台形の高さ1.lcmの 高台が付 く。108～ 1101よ甕で、口縁部は胴

部から大きく外傾する。 110の 外面のみに煤の付着が認められた。

土錘 (第 29図 111～ H8)

すべて土師質の上錘で、 116。 118が紡錘形、他が円筒形を呈す。

銅環 (第29図 119)

環外径2.3御、環内径1.2cmを測る。全般に銹化 している。
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黒色粘質土

黒色粘質上

(褐色粘質上の上粒を多量に含む)
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(禍色粘上の上粒を若干含む)
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SX-7(第 19図 )

SX-7は 、A区南東端部、第Ⅳ層上面で

検出した。遺構はSK-93を掘 り込んでいた。

平面形は方形で、長辺1.93m、 短辺1.73m、  A―

深さ0.98mを 測る。長軸方向はN-87° 35′ 一E

である。断面形は概ね逆台形を呈し、壁は、

垂直に近い角度で上がる箇所と袋状をなす箇

所がある。底面の標高は16.232～ 16.307mを

測る。埋土は、黒褐色粘質土と黒色粘質土で

あるが、褐色粘質上の土粒の含有量により5 A一

層に分層できる。付属遺構として、 4個の杭

穴と南壁に掘 り残された階段状の段部を検出

した。杭穴の規模は径 8～ 12cm、 深さ約 8 cn

である。杭間距離は0.90～ 1.o3mである。段 c_
部の高さは底面から37clllで ある。遺物は、須

恵器、土師器があるが、大半は細片である。

出土遺物

須恵器 (第29図 120)

甕で、外面にはケタキとハケ調整を施す。

土師器 (第 30図 121)

高杯で、内外面にヘラ磨きを施 し、内面に粗

雑な螺施状の暗文が残存する。

SX-8(第 19図 )

SX-8は 、B区西端部、第Ⅳ層上面で検

出した。遺構の西半分は調査区外である。平

面形は方形で、長辺1.80m、 短辺1,14m以上、

深さ0.56mを 測る。長軸方向はN-3° 12′ 一E

である。断面形は逆台形を呈 し、壁は垂直に

近い角度で上がる。底面の標高は16.603～

16.676mを測る。埋土は、 3層 に分層でき、

第 I層が褐色粘質上のブロックを含む黒色粘

質土、第 Ⅱ層が褐色粘質土の上粒を含む黒色

粘質土、第Ⅲ層が褐色砂礫上である。付属遺

構として、 2個の杭穴と南壁に掘 り残された

Ｎ
４
Л
川
ロ
ト
す
Ｉ

SX-7

Ｎ
‐
Ｒ
ｈ
Ｈ
千
キ
、

こ芯
I 黒色粘質上
H 黒色粘質土
Ⅲ 禍色砂礫土

H

黒禍色料賢上

(禍色粘質上の上粒
を多量に含む)

黒褐色粘質土

黒福色粘質上

(掲色粘質上の

一D 
ブロツクを含む)

Ⅳ 黒掲色粘質上

(禍色粘質上のブロ

ックを若干含む)

V 黒色粘質土

(DL=17.00m)

a
l

|

0

(褐色粘質上のブロックを含む)

(褐色料賢上の上粒を含む)

ⅡI

SX-8

A―

(DL=17.30m)

第19図  SX-7・ 8

2m



階段状の段部を検出した。杭穴の規模は径約 10cln、 深さ約 7 cmで ある。杭間距離は1.10mであ

る。段部の高さは底面から21cmで ある。遺物は、須恵器、土師器があるが、その大半は土師器

が占める。また、ほとんどの遺物は細片であ り、図示できたのは 3点である。

出土遺物

土師器 (第30図 122～ 124)

122は杯、123。 124は小皿である。底部外面はすべて回転ヘラ切 りである。

SX-9(第 20図 )

SX-9は 、B区西部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構はSK-94を 掘 り込んでいた。平面形

はほば方形で、長辺2.70m、 短辺2.40m、 深さ0.76mを 測る。長軸方向はN-86° 34′ ―Wであ

る。断面は逆台形を呈し、壁は垂直に近い角度で上がる。底面の標高は16.396～ 16.499mを 測

る。埋土は大きく3層に分層され、上層から褐色粘質上の上粒を若干含む黒褐色粘質土、黒色

粘質土、褐色粘質上の土泣を若干含む黒色粘質上である。間層として、褐色粘質上のブロック

を多量に含む黒褐色粘質土、褐色粘性砂礫上、褐色粘質上の上粒を多量に含む黒色粘質土を認

めた。付属遺構として、 4個 の杭穴と南壁に掘 り残された階段状の段部を検出した。杭穴の規

模は径12～ 18cm、 深さ 9～ 15clllで ある。杭間距離は 1。 13～ 1.50mで ある。段部は 2段で、底面

からの高さは、下段面が 14cln、 上段面が34clllで ある。遺物は、須恵器、土師器、土錘があ り、

出土量は比較的多くその大半は土師器であった。その内、図示できたのは、須恵器 1点、土師

器25点、土錘 2点である。
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出土遺物

須恵器 (第 30図 125)

長頸壺の底部近 くとみられ 「ハ」の字状に大きく開く高台が付 く。

土師器 (第 30・ 31図 126～ 150)

126。 127は杯で、126の器面全面にヘラ磨きを施す。128～ 130は 小杯、131'132は椀である。

138は皿、134～ 1381ま小皿であり、137・ 138の底部外面は糸切 りで、それ以外は回転ヘラ切 りで

ある。139～ 143は 台付皿で、139・ 140の 口縁部内面には凹線を回らす。 144・ 145は 台付小皿で、

145の底部外面は糸切 りである。 146・ 1471ま 甕で、147の外面には煤が付着する。148～ 150は羽

釜で、148。 149は 口縁部下に鍔が付き、150は胴部に鍔と把手が付 く。148の外面には媒の付着

が若千認められる。

土錘 (第 31図 151。 152)

土師質の上錘で、151は紡錘形、152は 円筒形を呈す。

SX-10(第 21図 )

SX-10は、B区南西部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SX-11に切られ、かつ、南側

は調査区外である。平面形はほば方形で、長辺1,90m、 短辺1.64m以上、深さ0,31mを 測る。

長軸方向はN-89° 31′ ―Wである。断面形は逆台形を呈し、壁は垂直に近い角度で上がる。底

面の標高は16.926～ 17.023mを測る。埋土は 2層に分層され、上層が黒色粘質土、下層が褐色

粘質土の土粒を含む黒色粘質土である。付属遺構として、 3個の杭穴と西壁に掘 り残された階

段状の段部を検出した。杭穴の規模は径13～ 17cln、 深さ4～ 1 4clnで ある。杭間距離は1.13～

1.15mで ある。段部の高さは底面から21cmである。遺物は、須恵器、土師器、土錘があり、そ

の大半は、土師器である。

出土遺物

土師器 (第 31図 153～ 157)

153。 154は 小杯で、155は 小皿であり、底部外面はすべて回転ヘラ切 りである。156・ 157は羽

釜で、口縁部下には鍔が付 く。157の外面には煤が付着する。

土錘 (第 31図 158)

須恵質の土錘で、円筒形を呈す。

砥石 (第 31図 159)

表裏両面、外側面を使用する。約%が欠損する。

SX-11(第 21図 )

SX-11は、B区南西部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SX-10を切って掘 り込まれて

いた◇平面形はほぼ方形で、長辺1.75m、 短辺1.05m以上、深さ0.54mを 測る。長軸方向はN

-82° 24′ ―Wである。断面形は逆台形を呈し、壁は底面から垂直に近い角度で上がる。底面の

標高は16.607～ 16.688mを測る。埋土は基本的に黒色粘質土であるが、褐色粘質上の上粒、ブ



ロックの合有量により4層に分層される。付属遺構 として、 2個の杭穴と西壁に掘 り残された

階段状の段部を検出した。杭穴の規模は径約 14cln、 深さ約14clnで ある。杭間距離は1.00mであ

る。段部は 2段で、底面からの高さは、下段面が20cln、 上段面が31cmである。遺物は、須恵器、

土師器、土錘があり、その大半は土師器であった。遺物量は、遺構の規模に比べ多 く、かつ、完

形に近い遺物が比較的多かった。また、164の 杯の内面に貼 り付いた状態で176の小皿が出土 した。

出土遺物

須恵器 (第32図 160)

杯で、底部外面は回転糸切 りである。

土師器 (第 32・ 33図 161～ 180)

161～ 164は杯で、底部外面は、161～163が回転ヘラ切 り、164が 糸切 りである。165～ 174は小

杯で、底部外面は、165～ 170。 172・ 173が回転ヘラ切 り、171・ 174が 糸切 りである。体部の形

態には、上外方へほぼ真直に上がるもの、内湾気味に上がるものがあり、口縁部の形態には、

体部の形態がそのまま続 くもの、外傾ないし若千外反するものがある。175は椀で、底部外面に

は「ハJの字状に開く高台が付 く。176。 177は小皿で、176の 口縁部内面には凹線が回る。底部

外面は 2点 とも回転ヘラ切 りである。178は台付小皿で、底部外面には「ハ」の字状に開 く高さ

1.6cmの高台が付 く。179は甕で、胴部は若干外傾 して立ち上が り、口縁部は大きく外反する。

日縁端部は、若千肥厚し、丸 く仕上げる◇頸部内面には平行のタタキロが残存する。外面には、

媒の付着は認められない。180は羽釜で、口縁部下には鍔が付 く。外面にはハケロと縫方向のタ

タキロが残存する。外面には煤の付着は認められない。
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SX-10
黒色粘質上

黒色粘質土

(掲色粘質上の上粒を含む)
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SX― II

黒色粘質上

黒色粘質土

黒色粘質土

黒色柏質土

O

(禍色粘質上の上粒を多く含む)

(褐色米α質上の上粒を若干含む)

(褐色粘質上のブロックを多く含む)

(禍色粘質上のブロックを若干含む)

1       2m

第21図  SX-10・ 11
(DL=17.30m)



SX-12(第 22図 )

SX-12は、B区中央部北寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。遺構の北側は、調査区外である。

また、遺構は、SK-96を 切 って掘 り込 まれていた。平面形は方形で、長辺2.04m、 短辺

1.50m以上、深さ0.57mを 測る。長軸方向はN-89° 12′ ―Wである。断面形は逆台形を呈し、

壁はほば平坦な底面から垂直に近い角度で上がる。底面の標高は16。 736～ 16.804mを測る。埋

土は、 2層 に分層され、上層が黒色粘質上、下層が褐色粘質土の土粒を含む黒色粘質上である。

付属遺構として、 4個の杭穴と南壁に掘 り残された階段状の段部を検出した。杭穴の規模は径

12～ 14cm、 深さ 6～ 10cmである。杭間距離は0.65～0.95mで ある。段部の高さは底面から32cln

である。遺物は、須恵器、土師器、土錘があるが、大半が細片で、図示できたのは 2点であった。

出土遺物

土師器 (第 33図 181)

耳皿で、底部外面は回転ヘラ切 りである。

上鍾 (第 33図 182)

土師質の土錘で、ほぼ円筒形を呈す。

SX-13

SX-13は、B区中央部東寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SX-97及びSX-14を

切って掘 り込まれていた。平面形は方形で、長辺1.56m、 短辺1.50m、 深さ0.56mを 測る。長

軸方向はN-15° 31′ ―Eである。断面形は逆台形を呈し、壁は平坦な底面から垂直に近い角度

で上がる。底面の標高は16.771～ 16.794mを測る。埋土は褐色粘質上の土粒を多量に含む黒色粘

」'~
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第22図  SX-12
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質上である。付属遺構として、 4個の杭穴と東壁に掘 り残された階段状の段部を検出した。杭

穴の規模は径 6～ 10cm、 深さ4～ 5 clnで ある。杭間距離は0.63～0.93mである。段部の高さは

底面から21clllで ある。遺物は、須恵器、土師器があるが、大半が細片であった。

出土遺物

土師器 (第 33図 183・ 184)

183は杯、184は 皿である。 2点とも底部外面は回転ヘラ切 りである。

須恵器 (第33図 185)

鉢であ り、焼成は瓦質土器に似る。調整は須恵器の手法であり、内面が同心円文のタタキ、

外面が平行のタタキの後に回転カキロ調整を施す。

SX-14

SX-14は、B区中央部東寄 り、第Ⅳ層上面で検出した。遺構はSK-97・ 98を切って掘 り

込まれていた。一方、東端部をSX-13に切られていた。平面形は方形で、長辺1.86m、 短辺

1.60m、 深さ0.62mを 測る。長軸方向はN-14° 23′ ―Eである。断面形は逆台形を呈し、壁は

ほぼ平坦な底面から垂直に近い角度で上がる。底面の標高は16.718～ 16.779mを 測る。埋土は

2層に分層され、上層が褐色粘質上の上粒を若千含む黒色粘質土、下層が褐色粘質土の上粒を

比較的多 く含む黒色粘質上であった。付属遺構 として、 4個の杭穴と東壁に掘 り残された階段

状の段部を検出した。杭穴の規模は径 6～ 10cm、 深さ約 5 cnで ある。杭間距離は0,70～0,85m

である。段部は、 SX-13に切られているため、残存高 4 cmであるが、30cm程度はあったもの

と推測される。遺物は、須恵器、土師器、土錘があり、その大半は土師器が占めるが、ほとん

ど細片で、図示できたのは 6点である。

出土遺物

須恵器 (第 33図 186)

杯蓋で、天丼部中央には丸味のあるつまみが付 く。

土師器 (第33図 187～ 190)

187～ 1891ま杯である。体部から口縁部にかけては上外方へlraば真直上がる。190は皿である。

何れも底部外面は回転ヘラ切 りである。

土錘 (第 33図 191)

土師質の土錘で、紡錘形を呈す。

SX-15(第 23図 )

SX-15は、B区東部、第Ⅳ層上面で検出した。遺構は、SK-97の北東端を切って掘 り込

んでいる。平面形は方形で、長辺1.65m、 短辺1.60m、 深さ0.45mを測る。長軸方向はN―

8° 58′ ―Eである。断面形はほぼ逆台形を呈し、壁は平坦な底面から概ね垂直に近い角度で上

がるが、一部袋状をなす箇所もある。底面の標高は16.848～ 16.913mを測る。埋土は、2層 に分層

され、上層が褐色粘質上の土粒を多量に含む黒色粘質土、下層が黒色粘質土である。付属遺構 と
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して、 4個の杭穴と南壁に掘 り残された階段

状の段部を検出した。杭穴の規模は径 8～ 13

cln、 深さ 3～ 6 cmで ある。杭間距離は0,67～

0.85mで ある。段部の高さは底面から25cmで

ある。遺物は、須恵器、土師器、土錘があり、

その大半は土師器が占めるが、ほとんど細片

であった。

出土遺物

土師器 (第 33図 192・ 193)

192は杯、193は皿である。 2点とも底部

外面は回転ヘラ切 りである。

上錘 (第 33図 194)

土師質の土錘で、紡錘形を呈す。

その他の遺構と遺物

遺構

遺構の大半はピットであり、その多 くは、 E一

建物跡等は確認できなかったが柱穴とみられ

る。掘 り方は、円形ないし方形を呈し、黒色

粘質土を埋土とする。遺物は、弥生土器、須

恵器、土師器、黒色土器、土錘等があるが、

σ_

A一

E―一

A――
黒色粘質土

(禍 色粘質上の上粒

を多量に含む)

黒色粘質上

(DL=17.40m)

1       ?m

第23図  SX-15

ほとんどが細片で、出土量も僅かであった。この内、図示できたのは 7点で、P-1～ 6か ら

出上している。また、この中には混入とみられる遺物 (197・ 198)も含まれる。

P-1は 、一辺1.35m、 深さ0,32mを 測る方形のピットで、sX-1・ 2に切られている。

P-2は 、径0.56m、 深さ0.08mを測る円形のピットである。 P-3・ 4は、一辺 1.35～

1,95m、 深さ0.68～0.76mを 測る方形のピットで、P-3は P-4に 、P-4は SX-7に そ

れぞれ切られてる。P-5・ 6は、径0.28～ 0.60m、 深さ0.19～0.24mを 測る円形のピットで

ある。

出土遺物 (第 33図 195～ 201)

195は P-1出 上の上師器の椀で、底部外面は回転ヘラ切 りである。1961ま P-2出 上の上師

器の杯で、底部外面は回転ヘラ切 りである。197は P-3出 上の弥生土器の甕で、外面にはタタ

キロが残存する。198。 199は P-4出 上の須恵器と土師器である。198は杯蓋で、天丼部はヘラ

切 りである。199は杯で、底部外面は回転ヘラ切 りである。200は P-5出 上の上師器の杯で、

底部外面は糸切 りである。201は P-6出 上の上師器の小皿で、底部外面は回転ヘラ切 りであ

る。

０
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註

(1)こ の遺構の時期を古代の範疇で捉えた場合、現時点では全国的に類例がなく、その性格

についても、兵舎や室等が考えられるが、明確ではない。底面に杭穴が残存することから、

上部構造も考慮され、竪穴遺構ともみることができるが、本報告書では、性格不明遺構

(SX)と して序述 している。

(2)土師器の羽釜が共伴するSX-9～ 11で は、第 9表にみるように法量において大きく2

つに分けることができる。すなわち、口径8.5～ 11.Ocln、 器高2.0～ 4.5cmの 一群 と口径

12.5～ 1,80cln、 器高3.0～6.Ocmの一群とである。これらは、明らかに意図的に製作された

ものとみられ、それゆえに前者を小杯、後者を杯という呼称で表現 したい。また、土師器

の羽釜が共伴 しない他の遺構では、第10表のように小杯 と杯の中間的な一群が存在する。

それらは、口径11.Ocm以上、器高2.5cm以上であ り、従前から杯と称されているもので、本

報告書でもそれに従 うこととした。

(0 田村遺跡群で検出された弥生時代前期前半の住居址 (L oc.18の STl、 L oc.25の S

T3・ 5等)に類例を求めることができる。 (高知県教育委員会『田村遺跡群』第 2分冊

1986杢F)

第 2表 堅穴住居址計測表

第 3表 掘立柱建物跡計測表

遺構番号
平面

形態

規 模

(m)

主 軸 方 向

(Nは真北)

柱  穴

(主柱穴)

施 設
面 積

(M)
備   考

ST-25 円形 5.05 不 明 確 壁騰、ピット等 20.03 弥生時代

ST-26 方形 4.4× 4.3 N-74° ―W 4 ピ ッ 卜等 18。 92 古墳時代

ST-27 5.0× 4.4 N-28° ―W 不 明 確 22.00

遺構番号

(建物名)

規 模
面 積

(∬ )

棟 方 行

(Nは真北)

備  考
梁 X桁

(間)(間 )

梁間mx桁行m

(尺) (尺 )

柱 間 距 離

梁m(尺) 桁m(尺)

SB-56 2X2 3.3(11)X4.2(10 1.5(5)～ 1,8(6) 1,8(6)～ 2,4(8) 13.86 N-3° 5′
―E 棟に歪み

SB-57 2X― 4.2(14)X ― 1,8(6)～2.4(8) N-2・ 19′
―E 桁は不明

SB-58 2X― 4.2(10X ―― 1,8(6)～2.4(8) N-14° 2生E



遺構番号 平 面 形 態
規 模 長 軸 方 向

(Nは真北)

備 考
長辺m 短辺m 深さm

SK-79 舟 形 2.55 0.80 0,42 N-89° ―E 弥生時代、側石を有す

SK-80 方 形 2.30 0.88 0.18 N-78° 一E 弥生時代

SK-81 舟 形 1.50 0.40 0.09 N-87° 一E

SK-32 ′′ 2.00 0.40 0.09 N-61° 一E

SK-83 (1.36) 0.58 0.20 N=60° 一E

SK-84 不整精円形 1,79 1.36 0。 16 N-5° 一E

SK-85 1.70 1.60 0。 12 N-89° 一E

SK-86 方 形 1.67 (1.47) 0.09 N-74° 一E 古墳時代

SK-87 1.20 1.14 0.05 N-71° ―E

SK-88 1,78 1.72 1,11 N-0° 一E 古代

SK-89 ″ 2.83 (0.53) 0.18 N-89° 一W

SK-90 不 整 形 5.38 5.20 0.09 N-3° 一W

SK-91 方 形 (2.20) (0.24) 0.67 N-88° ―W

SK-92 不 整 形 1.50 0.86 0.08 N-85° ―W

SK-93 不 整 方 形 5.60 (3.80) 0,72 N-84° ―W

SK-94 3.15 (2.58) 0,35 N-87° ―W

SK-95 舟 形 1.06 0.39 0,09 N-5° 一E

SK-96 不 整 形 (2.00) (0.64) 0,13 N-77° 一E

SK-97 不 整 方 形 (4,00) 3.29 0,43 N-88° 一E

SK-98 ″ 2.80 (0.56) 0,16 N-72° 一E

SK-99 方 形 1,78 1.59 0.29 N-8° 一E

SK-100 不整精円形 1.90 (0.95) 0.16 N-1° 一 W

第 4表 土壌計測表

第 5表 塀跡計測表

遺構番号
規 模 方  向

(Nは真北)

備  考
柱穴数 全長m(尺 ) 柱間距離m(尺 )

SA-16 7 11.25 (37.5) 1.65(6.5)～ 2.1(7) N-6° 8′ ―E
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遺構番号
平面

形態

規 模 長軸方向

(Nは真北)

階段状遺構

の位置
考備

長辺m 短辺m 深さm

SX-1 方形 1.80 1.60 0.55 N-87° 26′ ―E 南 側

SX-2 1.88 1.63 0.55 N-89° 8′ ―E 〃

SX-3 ′′ (2.02) (1.49) 0,46 N-1° 9′ ―W

SX-4 2.20 2.15 0,35 N-1° 55′ ―W ′′

SX-5 1,75 (0.83) 0.60 N-3° 51′ ―W

SX-6 2.31 2.20 0.64 N-84° 7′ ―E ″

SX-7 1.93 1.73 0.98 N-87° 35′ ―E

SX-8 1.80 (1.14) 0.56 N-3° 12生 E ′′

SX-9 2.70 2.40 0.76 N-86° 34′ ―W

SX-10 1.90 (1.64) 0。 31 N-89° 31′ ―W 西  側

SX-11 1.75 (1.05) 0.54 さT-82° 24′ ―W ″

SX-12 2.04 (1.50) 0.57 N-89° 12′ ―W 南 側

SX-13 ″ 1.56 1.50 0。 56 N-15° 31′ ―E 東 側

SX-14 1.86 1.60 0.62 N-14° 23′ ―E ′′

SX-15 ′′ 1.65 1.60 0.45 N-8° 58′ ―E 南 側

第 6表 性格不明遺構計測表

4m(長辺 )

第 7表 性格不明遺構規模分布表

●●甘
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Ⅲ

本年度の調査は、金屋地区の北部を対象地として実施した。昨年度実施 した第21次調査地区

の北側に隣接する部分で、第21次調査で検出したSD-49の 延長の有無を確認するとともに、

約70m四方は未調査のため、調査を必要とする部分でもあった。

調査結果としては、政方跡に比定でき得る遺構は検出されなかったが、竪穴住居址、官衝関

連とみられる掘立柱建物跡や塀跡、土羨、性格不明遺構等の遺構が確認された。また、遺物も

例年となく纏まって出土しており、土佐国府跡の様相を考える上では貴重な資料である。以下、

各時代ごとに遺構、遺物について、若干の考えを述べ、総括としたい。

1.弥生時代

遺構では、 ST-25、 SK-79～85が該当する。 ST-25の時期は、57の如 く胴部外面にケ

タキロが存し、かつ、小さいが平底の底部を有する遺物等が出土している点から、本地方のヒ

ビノキ Ⅱ式土器の時期に該当するとみられ、弥生時代終末と考えられる。土羨には、側石を配

す木棺墓 (SK-79)と 所謂「土羨」 (土坑墓)(SK-81～ 83)力 あ`る。 SK-80は、側石の
(2)

存在は認められないが、 SK-79同様 2段掘 りであり、本棺墓ではなかろ うか。 SK-84・

85は、遺存状態が不良で、遺物量も少なく、その性格は不明確といわざるを得ない、これら土

羨は、比較的集中し、SK-84・ 85の ように切 り合った遺構もあり、ある程度の時期差は考慮

しなければいけないが、遺物は、先述のもの以外に出土しておらず、住居址同様、概ね弥生時

代終末と考えてよくはなかろうか。また、細片のため図示できなかったが、包合層出上の遺物

もほぼこの時期と判断される。このように、遺構・遺物が多量に検出されたことにより上佐国

府成立以前のこの地域の文化の様相がさらに 1歩明確にされたことは注 目すべきである。

2.古墳時代

遺構では、ST-26・ 27、 SK-86・ 87が該当する。遺物は、遺構出上のものが少なく、遺

物包含層から比較的纏まって出土しており、須恵器の杯で 3種類の調整技法が認められる。す

なわち、杯蓋の天丼部と杯身の底部の調整技法においてであり、(1)ロ クロからの切 り離 しの

際のヘラ切 り痕を残さず、すべて回転ヘラ削 り調整を施すもの (2・ 87)、 (2)回転ヘラ削 り

調整も一部施すが、ヘラ切 り痕を残すもの (1・ 3・ 4)、 (3)回転ヘラ削 り調整を全 く施さ

ず、ヘラ切 り痕を残すもの (5～ 7)がある。また、 3・ 4はたちあが りの高さに違いがあり、

若千の時期差を感 じる。これらの時期は、総 じて 6世紀後半から 7世紀前半といえるのではな

かろうか。遺構の内、,ST-26の 時期は、出土した土師器の寮 (62～ 64)の 口縁部の形態に若

千の差異を認めるものの、概ね 6世紀末から7世紀初頭に位置付けてよくはなかろうか。他の

遺構については、出土遺物が極めて少なく遺物包含層の遺物をもって時期を考慮すれば、大き

く6世紀後半から 7世紀前半と考えざるを得ない。

なお、包含層から7世紀後半から8世紀初頭に位置付けられる須恵器(10)も 1点 出上している。
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3.古代

ここでは、奈良時代以降、平安時代の遺構 。遺物について述べる。遺構ではSB-56～ 58、

SK-88～ 100、 SA-16、 SX-1～ 15等が該当する。遺物には、奈良時代に属する須恵器

(11～ 13・ 99等 )、 土師器 (74・ 121等)か ら濃緑色を呈す近江産 (27。 28)・ 淡緑色を呈す洛

西産 (29)の緑釉陶器、摂津 C型の羽釜が出土する10世紀代のものがある。奈良時代の遺物の
(3)    (4)

内、遺構出土のものは共伴遺物からみて、混入したものと考えられ、遺構として、奈良時代に

位置付けられるものは確認できなかった。なお、これらの時期は、概ね 8世紀後半に位置付け

られるものであろう。

よって、今次の調査で確認された遺構の時期は、 9世紀から10世紀にかけてである。これら

の遺構は、羽釜の有無により、 2期に大別することができる。

I期 遺構では、SB-56～ 58、 SK-88～ 93。 100、 SX-1～ 8。 12～ 15が該当し、杯

類、皿類の底部外面はすべて回転ヘラ切 りである。

Ⅱ期 遺構では、SX-9～ 11、 SK-94が該当し、杯類、皿類の底部外面は回転ヘラ切 り

によるものが主であるが、糸切 りの杯類、皿類も共伴する。

I期の遺物の中で、羽釜は摂津 C型に属 し、その時期を10世紀代とみることができる。また、
(5)

口縁部や胴部の形態から、 3類に分けることができる。

羽釜A類 :胴部は内傾 して立ち上が り、口縁部に至るもの。 (156・ 157)

羽釜B類 :胴部はやや内傾 して立ち上が り、口縁部でさらに内傾するもの。 (81・ 180)

羽釜 C類 :胴部はほぼ垂直に立ち上が り、口縁部に至るもの。 (148・ 149)

これら羽釜は、口縁部下に鍔が付 くものであるが、鍔の貼付部位に若千の差異が認められる。

羽釜A・ B類は口縁端部下約 5 11ullか ら、羽釜 C類はほぼ口縁端部に付 く。この差異は、時期差

によるものとみられ、遺構の切 り合い関係からもいえるようである。すなわち、羽釜A類→羽

釜B類→羽釜 C類の順になると考えてよいようである。

次に、SX-9・ 11出上の高台付皿と小皿ついてみてみる。139。 140の 高台付皿 と176の 皿

は、皿部が極端に浅 く、日縁部内面に凹線を回らすもので、托とも呼称される器形であり、薬師

寺西僧房床面土器の資料
Fそ

の類例を見い出すことができ、10世紀後葉に位置付けられるもの

である。これら遺物から考慮 して、 Ⅱ期については10世紀後半と時期設定することができるの

ではなかろうか。これから判断して、 1期を 9世紀から10世紀前半と考えることができよう。

さて、 I期の遺構は、重複関係、遺物の差異等により、当然時期差が考えられるものである。

まず、SX-3～ 6についてみてみると、ほぼ等間隔で交互に配置されていること、SX-3
。6の土師器の椀― (90)と (107)一とが形態的に類似すること、SX-4～ 6の上師器の径

高指数が22前後であることなどから、ほぼ同時と判断される。また、土師器の皿の口縁部内面

を若千折 り返すもの (91・ 92)や土師器の内外面に若千ヘラ磨きを施すもの (103。 104)が存

在することから、 9世紀前半と位置付けられよう。そして、これに続行するものとして、他の
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多 くの遺構群をあげることができ得る。しかし、これらでも遺構の重複関係がみられ、その時

期差を感 じ得るものの、現時点では明確な時期設定はできず、一応大きく9世紀後半から10世

紀前半としておきたい。ただ、中でも、SB-56・ 57、 SX-13は比較的古 く、 SK-88、 S

X-12・ 14は比較的新 しい時期に位置付けられるものであろう。また、遺構の重複関係から先

述のSX-3～ 6に先行する遺構も存するが、遺物が極めて少なく、今回は I期の範疇で捉え

ておきたい。

Ⅱ期の遺構は、先にも若千触れたが、遺構の重複関係、遺物等により3小期に細分できる。

すなわち、 Ⅱ-1期が SX-10、  I-2期 がSX-11と SK-94、  Ⅱ-3期がSX-9で ある。

ただし、その存続期間は不明確であって、 3小期併せてここでは大きく10世紀後半と把握して

消きたい。

古代の頂の最後として、 Ⅱ期の遺物と性格不明遺構について述べてみたい。

I期の遺物の内、杯類については、調査概要の中で触れたように、法量により杯と小杯に区

分が可能である。この杯の分化は、田村遺跡群
Ⅲ
芳原城

聰Ⅲ
十万遺

殆?資
料でも見出すことが

(7

できるが、時期的には15世紀が中心である。この間の資料には、現時点で類例がなく、この分

化は、この時期の 1つの特徴として指摘できるのかもしれない。

また、土師器の中には、回転ヘラ切 り底と糸切 り底が共伴し、特に、SX-11の 杯 (164)の

内面に小皿 (176)が貝占り付いた状態で出土している。そして、 1期の遺物の中には、糸切 り底

のものは存在 しない。このことから、本地方の上師器における糸切 り技法の出現をほばこの期、

すなわち、10世紀後半とすることができるのではなかろうか。ただし、土師器の中での糸切 り

底の占める割合は低 く、一般化するのは、11世紀以降とみられる。須恵器については、出土量

が少なくなるが、160の ように、ベタ高台で糸切 り底のものが出上してお り、この時期には、須

恵器も糸切 り底に転化 していたと考えられる。

性格不明遺構 (SX)について古代という範疇で捉えた場合、その類例は発見されていない。

しかし、中世以降になると西日本では山口県の下右田遺跡、東 日本では関東以北で、比較的多
(10)

くの類例が存す。そして、その性格については、住居址、貯蔵庫 (室 )、 作業場、兵事の簡易住
(11)

居、集会場、季節的住居等 が々あり、また、その名称についても、方形竪穴遺
憶ぅ 穴状遺

備ぁ(12)

方形竪穴建築址等があリー定していない。以上の如き諸例とその規模等を今回発見したSXと
(15)

比較した場合、一辺で0.5～ 1.Omほ ど大きく、階段状の段部が存在しないものや位置の異なる

もの等があり、一概にこれを比較検討の材料とするには難があるようである。

SXの特徴の 1つ として挙げられるものは、煮炊用具として甕が比較的多 く出土している点

である。この甕の出土は、一時的であれ、生活を行った痕跡とみなければならない。一方、住

居と即断するには、小規模で、恒常的なものとは考え難い。また、一辺1.8m前後のものについ

ては、室 (貯蔵穴)と考えた方が妥当かもしれない。本地方では、古代以降の一般的住居は、
(16)

ほとんどが掘立柱建物であり、このSXは、特殊な性格を有するものとした方が合理的である。

その際、規格性を有し、かつ、集中的に存在すること、それに、国府内という地域を加味して

考えれば、兵舎とそれに伴 う室等ではなかろうか。
(17)



4.ま とめ

以上、今次の調査について、序述 したが、その調査地区はSX等の存在から政庁隣接地区と

は考え難い。よって今後の調査では、調査地区の再検討も必要であろう。その際、有望視され

るのは比江地区中央部の神木、松ノ下、金屋に挟まれた地区と北部の内裏を中心とする地区で

はなかろうか。中央部は、 8世紀後半から 9世紀前半にかけての建物跡が多 く確認されている

半面、13世紀から14世紀にかけての遺構も多い。北部は、古墳時代の遺構は比較的多 く確認さ

れている半面、 8世紀後半から 9世紀前半の建物跡の検出例は少ない等の問題点は存するが、

従来の調査より引き出された一応の結論である。いずれにしても来年度の調査は、重要遺跡確

認緊急調査として土佐国府跡発掘調査を始めての十年 目に該当し、 1つ の大きな節 日でもあり、

大きな成果を期待 したいものである。
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第 8表 遺物観察表 1

挿図番号 層位番号
器

器

種

形

口径

法 量   器高

(ca)  胴径
虐 径

形 態  文 様 手 法 備  考

24-1 第 1層 須 恵 器

杯 (蓋 )

118
39

天丼部は丸味を有 し、回縁部は、

下外方に下 り、端部を丸 く仕上げ

る。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部外面 %に 回転ヘラ削 り調

整、天丼部内面ナデ調整。他は

回転ナデ調整。

-2

4

40

天丼部は丸 く、口縁部は、下外方

に下 り、端部を九 く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部ほぼ全域に回転ヘラ削 り

調整。天丼部内面ナデ調整。他

は回転ナデ調整。

天丼 部外面に

ヘラ記号があ

る。

-3
杯 (身 )

ユ 9

36
たちあが り高09
受部径   150

底部は浅 く、ほぼ平らである。

受部は上外方へのび、端部は丸い。

たちあが りは内傾 してのび、端部

チ細 く仕 Lげ る.

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 り後ナデ調整
`

底部外面の一部に回転ヘラ肖」り

調整.他は回転ナデ調整。

-4

12 2

39
たちあが り高07
受部径   144

底部は比較的深 く、平らである。

受部は短 く上外方を向き、端部は

九い。たちあが りは短 く内傾 し、

端部を細 く仕上げる。

-5

98
36

たちあが り高05
受部径   118

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 り後ナデ調整。

他は、回転ナデ調整。

-6

94
34

たちあが り高05
受部径   114

-7

10 2

40
たちあが り高04
受部径   126

″-8 ″

甦

H5
(55)

頸部は外反 してのび、日縁部は上

外方へ真直上が り、端部を丸 く仕

上げる。 口縁部外面下端に一条の

凹線を回らす。

マキアグ、 ミスビキ成形。

内面には自然和がかか り、調整

不明、他は回転ナデ調整。

″-9 イ

甕

29 0

(65)

口頸部は大 きく外反 してのび、端

部を肥厚する。端部は内傾する平

面を成す。外端面は、外傾する浅

い凹面を成す。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

日頸部外面に回転カキロ調整後

刺突文を施す。他は回転ナデ調

整。

釉ヵミかかる。

″-10
杯 (蓋 )

つまみ径

蜘
３２
２２
一

天丼部はほぼ平らで、中央部には

擬宝珠形のつまみが付 く。 口縁部

は斜め下方へ下 り、端部を丸 く仕

上げる。 日縁部内面には、かえ り

マキアグ、 ミズビキ成形。

天丼部外面 %に回転ヘラ削 り調

整。天丼部内面中央部のみナデ

調整。他は回転ナデ調整。

″―H

14 5

24
つまみ径  24

天丼部はほぼ平らで、中央部には

扁平なつまみが付 く。 口縁部は斜

め下方へ下 り、端部を下方へ屈曲

さす ^

マキアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部外面
1/2に

回転ヘラ削 り調

整。内面の大半はナデ調整。他

は回転ナデ調整 .

外面は部分的

に自然釉が剣

落する。

″-12
杯 (身 )

12 8

40

89

底部は平らで、端部に短い高台が

付 く。高台端部は外傾する凹面を

成す。体部、口縁部は上外方へ真

首のび、鈴部を丸 く仕上げるぃ

マキアゲ、 ミズビキ成形。

内外面 とも回転ナデ調整。

137
45

98

底部は半らである。

体部、口縁部は、上外方へ真直に

のび、端部を丸 く仕上げる。

マキアゲ、 ミバビキ成形。

底部外面はヘラ切 りで、板状圧

痕が残存。他は摩耗 してお り、

-14

133
81

80

マキアダ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 り後、縁辺部

から体部外面にかけてテデ調整

内面は回転ナデ調整 .

-15

125
46

83

底部は平 らで、体部から口縁部に

かけては内湾気味に上が り、端部

を丸 く仕上げる。

アキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 り後、ナデ調

整。内面は回転ナデ調整。
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第 8表 遺物観察表 2

挿図番号 層位番号
種

形

器

器

璧

局

径

径

口
器

胴

虐

量

，卿

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

24-16 第 1層 須 恵 器

椀

(33)

82

底部は丸味を有 し、外底端には、
「ハ」の字状の高台が付 く。高台

端部は、下方を向 く平面を成す。

体部は内湾気味に上がる.

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面は、ヘラ切 り。体部外

面下端に回転ヘラ削 り調整。他

は回転ナデ調幕 .

-17
皿

169
22

134

底部は′まぽ平 らで、体部は外反気

味に短 く上が り口縁部に至る。 日

縁端部を肥厚する。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面は、回転ヘラ切 り、他

は回転ナデ調整。

154
(23)

13 5

底部ははぽ平 らで、体部は上外方
へ短 く上が リロ縁部に至る。 口縁

端部は丸 く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面は、回転ヘラ切 り後に

ナデ調整。他は回転ナデ調整。

-19

166
22

内外面 とも部

の的に火だす

き力`かかる。

-20 ″

甕

(61)
(28 5)

口縁部は、上胴部から |く Jの写

状に外反する。端部は内傾する浅

い凹面を成す。

マキアグ、 ミスビキ成形。

胴部外面は、平行 と格子 目のタ

タキ、内面は同心円文のタタキ

の後にナデ調整。

25-21
(79)
(239

胴部は上 内万へのび、顎部 は短 く

上方へのび、 口縁部 は外傾す る。

口縁端部は四面を成す。

マキアゲ、 ミスビキ成形。

胴部内面は、同心円文のタタキ

の後にヨヨナデ調整。他は回転

ナデ調整。

-22

21 0

(150)
23 6

胴部はほぼ中位に最大径を有 し、

内湾気味に上がる。 口縁部は、
「く」の字状を成 し、端部は内傾

す る平面を有す。

マキアゲ、 ミスビキ成形。

胴部外面は、格子目のタタキの

後にハケ調整、内面は同心円文

のタタキを施す。他は、摩耗が

著 しく、調整不明。

″-23 (177)
(370)

底部は丸 く、胴部は内湾気味に上

がる。

▼キアゲ、 ミズビキ成形。

外面は、格子 目のタタキの後に

ハケ調整、内面は同心円文のタ

タキを施す。

″-24 ″

鉢

199
(55)

体部は上外方へのび、 日縁部は短

く直立する。 口縁端部は、外傾す

る浅い凹面を成す。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

内面から口縁部外面にかけてヨ

ヨナデ調整。

″-25
円 面 硯

外堤径   103
(25)

脚台部は 「ハJの字状に開 くとみ

られるが欠損 し、透 しは不明。外

堤外面下端に 1条 の突帯を配す。

陸都は筑味を有 し、海蔀へ苓る^

マキアゲ、 ミズビキ成形。

外面は回転ナデ調整、内面はナ

デ調整。

″-26
平  金

長

幅

厚

全

全

全

(56)
26
09

断面四角形で、細長 く、両端部が

欠損する。端部がややカーブして

お り、把手ではないか とみられる。

各 薗 ともヘ ラ削 りを施す。

″-27 緑釉陶器

碗

154
(37)

体部は上外万へのび、口縁部でや

や外反す る。 日縁端部は細 く仕上

げる。器壁は薄い。

全向に施和 され、外向が淡緑色、

内面が濃緑色を呈す。

″-28

164
(23)

口縁部は上外万を向き、端部を湘

く仕上げる。 口縁外面に花文を施

す。

全 向に施釉 され、内外 向とも漫

緑色を呈す。

-29 (13)

82

医部はやや九味を有 し、外端部に

は、断面逆台形状の高台が付 く。

高台端部は、下方を向 く平面を成

す。

底部外面は回転ヘラ切 り。扇台

内側以外に施釉され、内外面と

も淡緑色を呈す。

″-30 土 師 器

杯

126
38

底部はやや丸味を有す。体部は

外方へ上が り、日縁部に至る。

縁端部は丸 く仕上げる。

上 底部外面は回転ヘラ切 り。他は

回転ナデ調整。

-38-



第 8表 遺物観察表 3

挿図番号 層位番号
種

形

器

器

径

高

径

径

口

器

胴

底

量

＞伽

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

25-31 第 Ⅱ 層
土 師 器

小  杯

100
30

65

底部は平 らで、体部は上外万へ具

直のび口縁部に至る。 口縁端部は

九 く仕上げる。口縁端内面に浅い

凹線が回る。

底部外面は回転ヘラ切 り。

日縁部外面から内面にかけて回

転ナデ調整。

-32

98
25

66

底部はほぼ平らで、体部は上外万
へ真直のび口縁部で若干外傾する

日縁端部は細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。

器面は摩耗 してお り調整不明。

-38

99
38

70

底部はほぼ平らで、体部は外反気

味に上が リロ縁部に至る。口縁端

部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。

口縁部外面から内面にかけて回

転ナデ調整。

-34
０‐
８６
一
Ｖ

底部は九味を有 し、体部は上外方
へ真直のび口縁部に至る。 日縁端

部は丸 く仕上げる。

26-35
″

椀

(48)

95

底部は平 らで、端部に大きく「ハ」

の字状に開 く高さ 1 5cIの高台が

付 く。端部は丸い。体部は内湾気
喋r卜 Li・ ス

器面は摩耗 してお り調整不明。

-36
皿

124
18

77

底部はやや丸 く、体部は上外方ヘ

のび、口縁部でやや外傾する。 日

縁端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 りで、縁

辺部を中心にナデ調整。内面中

央部はナデ調整。他は回転ナデ
誦離

-37
小  皿

102
13

底部は平 らで、体部は上外方へ真

直のび、 口縁部に至る。 日縁端部

は細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。 口唇

部から内面にかけて回転ナデ調

整。

″-38
15

66

底部は半らで、体部は内湾気味に

のび、日縁部に至る。口縁端部は九

く仕上げる。      ・

底部外由は回転ヘラ切 りで、板

状圧痕が残存する。他は回転ナ

デ調整。

″-39

102
18

66

底部はほぼ半らで、体部は上外万
へのび、日縁部に至る。 口縁端部

は丸 く仕上げる。

底部外向は回転ヘラ切 り。 日唇

部から内面にかけて回転ナデ調

整。

″-40

92
20

60

底部外面は回転ヘラ切 り。

器面は摩耗 してお り調整不明。

-41
台 付 皿

106
41

58

底部は平 らで、体部は上外方へ興

直のび、日縁部に至る。 口縁端部

は細 く仕上げる。高台は「ハJの
字状に開き、裾部でさらに開 く。

端部は九 く仕上げる。

器面 は摩耗 してお り調整不明。

″-42

125
45

66

底部は平 らで、体部から口縁部に

かけて直線的にのびる。 口縁端都

は細い。高台は「ハJの字状に開

き、端都は丸 く仕上げる。

″-43
小 型 甕

250
(55)

胴部は内湾気味に上が り、口縁部

で大きく外傾する。口縁端部は丸

く仕上げる。

口縁部内外面 ともナデ調整。他

はハケ調整。

外面には煤が

付着する。

″-44 黒色土器

椀

157
38

90

底部はほぼ平 らで、端部に断面逆

三角形の高台が付 く。体部は内湾

気味に上が り、日縁部に至る。 日

縁端部は丸味 を有す。

底部外面ナデ調整。外面 ヨヨナ

デ調整。底部内面には一方向に

粗 くヘラ磨き、日縁内面全面に

構す商のヘラ磨黄力流士

″-45 土  錘

金長    42
金幅    14
重量 (g) 98

はぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 5加である。

須恵質の上錘。

-39-



第 8表 遺物観察表 4

挿図番号
層位番号

遺構番号

種

形

器

器

径

高

径

径

口

器

胴

虐

量

≫伽

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

26-46 第 Ⅱ 層 土  錘

長

幅

畳

全

全

重

45
24

26 9

ほぼ円筒形であり、完形。

孔径は611mで ある。

須恵質 の上錘。

-47
長

幅

畳

全

全

重

42
23

27 2

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 8 nIIlである。 力` か か る。

-48
長

幅

量

全

全

重

紡錘形であ り、完形。

孔径は 511Lで ある。

土師質の土錘。

-49
長

幅

量

全

全

重

-50
長

幅

量

全

全

重

41
17
114

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 6Шである。

″-51
長

福

量

全

全

重

紡錘形であ り、両端が一部欠損。

孔径は 61mで ある。

″-52
長

幅

量

全

全

重

39
24
159

ほぼ円筒形であ り、一部欠損。

孔径は 5111で ある。

″-53
全長    45
全幅    19
董母 て富う 167

ほぽ円筒形であ り、完形。

孔径は 6血である。

″-54
全長     45
全幅    22
董暑 (宜 う 167

はぽ円筒形であ り、完形。

孔径は 7nmで ある。

″-55
全長

全幅

重畳 (g)

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は12面である。

″-56 ST-25 弥生土器

壷

20 2

(38)
頸部はほぼ直立 し、日縁部は大き

く外反する。 口縁端部は外傾する

凹面を成す。

口縁部外向はハケ調整。 ヨヨナ

デ調整。 口縁部内面ハケ調整の

後ナデ調整 とヨヨナデ調整。

″

甕

(30)

底部は平らで、胴部は内湾気味に

上がる。

底部外面はナデ調整。胴部外向

にはタタキ、内面はナデ調整。

-58 〃

観

(5の

20

底部は小さな平坦部を作 り、その

中央部に径 7卿の円孔を穿ってい

る。胴部は上外方へほぼ真直上が

底部外面はテデ調整。胴部外面

にはタタキ、内面は指ナデを施

す。

-59
支  脚

(55)

75

脚台部のみ残存。脚台部は下方に

下 り、裾部で屈曲する。

外面にはタタキロと指顕圧展、

内面にはしば り目が残存する。

″-60 (531

62

脚台部のみ残存。脚台部はほぼ真

直下方へ下る。上底風の底部中央

部に径 551111の 円孔を穿っている。

外面には面取 り風に下から上へ

の指テデを施す。他はナデ調整

で、指頭圧痕が残存する。

″-61 SK-79 ″
〓笠

15 0

(41)
頚部はほぼ直立 し、口縁部は大き

く外反する。口縁端部は内傾する

平面を成す。

器面は摩耗が著 しく、調整不切。

27-62 ST-26 土 師 器

甕

131
16 6

152

底部は九 く、胴部は肉湾気味に上

が り、胴部最大径を中胴部上位に

有す。上胴部から口縁部にかけて

イま「く」の字状を成す。 日縁端部

は九 く仕上げる。

胴部外面はハケ調整、内面はナ

デ調整。日縁部内面はハケ調整

の後に外面共々ヨヨナデ調整。

-40-



第 8表 遺物観察表 5

挿図番号 遺構番号
器

器

種

形

法  量

(cal)

径

高

径

客

口

器

胴

蒔

形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

27-63 ST-26 土 師 器

甕

4

(105)
24 4

阿部は内湾気味に上か り、胴部最

大径を中胴部上位に有す。 口縁部

は短 く外傾 し、端部でさらに外傾

する。 口縁端部は九 く仕上げる。

口縁部外 由は ヨヨナデ調整。他

は、器表が劉離 してお り調整不

明。

″-64

17 5

(286)
23 4

胴部は那形を呈 し、胴部最大径を

中胴部下位に有す。 口縁部は外傾

してのび、さらに外傾 し端部に至

る。 口縁端部は九 く仕上げる。

口縁部内外面ともヨヨナデ調整

胴部外面は強いヨコナデ調整。

ナデ調整。胴部内面はナデ調整。

″-65 SB-57 須 恵 器

皿

163
20

126

底部は平らで、体部は上外方へほ

ぼ真直上が り口縁部に至る。 口縁

端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘ ラ切 り。

他は、器面が摩耗 してお り調整

不明。

″-66 土 師 器

杯

12 6

29

79

底部は平らで、体部は上外方へ内

湾気味に上が り口縁部に至る。ロ

縁端部は九 く仕上げる。

″-67
皿

182
15

15 0

底部は平らで、体部は上外方へ真

直上が リロ縁部に至る。日縁端部

は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後、ナ

デ調整及び部分的にヘラ磨き。

他は回転ナデ調整で、内底面に

のみヘラ磨き^

″-68 SB-58 須 恵 器

杯 (身 )

126
33

たちあが り高06
モ部径   148

底部は浅 く、平 らである。

受部は上外方へのび、端部は九い。

たちあが りは短 く内傾 し、端部は

細 く仕上げる^

マキアダ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 り後ナデ調整I

底部外面の一部に回転ヘラ削 り

調整^柿は回転ナデ調著 ^

″-69 SK-88
杯

(30)

87

状の高台が付 く。高台端部は下方

を向 く平面を成す。体部は直線的

に
'外

方へのびる
^

マキアゲ、 ミスビキ威形。

底部外面は回転ヘラ切 り後にナ

デ調整。他は回転ナデ調整。

-70
皿

17 1

24

13 5

底部はほほ半らで、体部は上外万
へほぼ真直上が り口縁部に至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

内外面に火だ

すきがかかる

-71
土 師 器

杯

12 9

32

75

底部はほほ平らで、体部は内湾気

味に上が り、口縁部は上外方を向

く。 口縁端部は細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 りで、板

状圧痕が残存する。

日唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

″-72

134
43

94

底部はやや丸味を有 し、体部は上

外方へ真直上が り口縁部に至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

-73

11 6

48

66

底部外面は回転ヘラ切 り。

口唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

-74 ″
盤

20 4

27

150

底部は平らで、高さ 811の高台が

付 く。高台端部は内傾する平面を

成す。体部は上外方へ直線的に上

が り、口縁部で外傾 し、端部を若

干】R厚十る.

底部外面は回転ナデ調整。他は
ヘラ磨 き。

-75 ″

皿

114
20

82

底部は丸味を有 し、体部は上外方
へほぼ真直上が り口縁部に至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外由は回転ヘラ切 りの後、

ナデ調整。他は回転ナデ調整。

-76 21
底部は九味を有 し、体部は上外万
へほぼ真直上が り口縁部に至る。

口縁端部は細 く仕上げる。

底部外向は回転ヘラ切 り。

口唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

-77 土  錘

全長

全幅

重量 (g)

紡錘形であ り、冤形。

孔径は 5mで ある。

土師賃の土錘。

-41-



第 8表 遺物観察表 6

挿図番号 遺構番号
種

形

器

器

径

法 量

(cul)
編
隧
雌

形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

27-78 SK-93 弥生土器

器  台

90
(55)

受部は内湾気 P/kに 上か り、端部を

丸 く仕上げる。

脚台部は「ハ」の字状に開 く。

外 由はナテ調整。脚台部 凋向に

は しぽ り目が残存す る。

28-79
須 恵 器

杯 (身 )

122
44

たちあが り高12
受部径   146

底部は比較的深 く、平らである。

受部は短 く水平にのび、端部は九

い。たちあが りは内傾 してのび、

端部を細 く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 り後ナデ調整

底部外面の一部に回転ヘラ削 り

調整。底部内面中央にナデ調整

他は回転ナデ調整。

に焼成時の歪

が残存する。

-80 砥   石

全長    143
全幅    53
全厚    26
重量 (g)3600

河原石を使用 してお り、表裏両面

を使用する。また、縁辺部と表面

lヵ 所に赦打痕が残存 し、叩石 と

して転用されたとみられる.

石材は砂岩。

-81 SK-94
器

釜

師土

羽

21 3

45
22 8

胴部はほぼ垂直に上が り、口縁部

は内傾 し、丸 く仕上げる。 口縁部

下端にやや反 り上がる鍔が付 く。

胴部外面には横方向のハケ調整
`

他はヨヨナデ調整。特に、口縁

部内面 と鍔の上面を強 くヨヨナ

デ調移する
^

-32 SK-97 弥生土器

支  脚

(98)

3個 の角が付いていたとなられる

が、 2個が欠損する。脚台部から

受部にかけて開 く。

粗製で、各所に指頭圧痕が残存

する。脚台外面にはタタキロ、

内面にはしば り日が残存する。

-83 土  錘

全長     47
全幅     15
重量 (g) 91

紡錘形であ り、上端部が一部欠損

する。孔径は 5Шである。

土師質の上錘。

″-84 SX-1 土 師 器

杯

126
(30)

77

底部はやや丸味を有 し、体部は内

湾気味に上が り、日縁部でやや外

反する。日縁端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

″-85 土   錘

全長    26
全幅     12
重量 (g) 29

ほぼ円筒形であ り、一部欠損。

孔径は 5 D alで ある。

土師質の土錘。

″-86
全長    44
全幅     15
重曇 て質う 76

紡錘形であ り、両端が一部欠損。

孔径は 5 amで ある。

SX-2
器

≫
恵
暢

須

杯

35
たちあが り高11
受部径   145

底部は比較的浅 く、九味を有す。

受部は上外方へのび、端部は九い。

たちあが りは内傾 してのび、端部

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面はぼ全域に回転ヘラ削

り調整。他は回転ナデ調整。

-88 SX-3 ″

杯

H7
26

78

底部は九味を有 し、体部は外反気

味に上が り口縁部に至る。口縁端

部を考千肥厚する。

底部外面はヘラ切 り後ナデ調整て

底部外面縁辺部には指頭圧痕が

残存する。他はナデ調整。

-89 ″

養

(162)
(280)

底 船 マЦ凡 く、 B Fj部 は r」 蔦 異 然 に 上

がる。

胴部外面には格子 目のタタキロ

が残存する。中胴部内面は同心

円文のタタキのあとナデ調整。

下胴部内面はナデ調整_

底部には焼成

時の歪が残存

する。

〃-90
土 師 器

椀

(46)

88

底部はほほ平らで、端部に |ハ 」

の字状に開 く高さ 1 3calの 高台が

付 く。高台端部は九 く仕上げる。

体部は上外方へ直線的に上がる。

底部は体部から 1段落ち込んだ形
オ歩里士

底部外面は回転ヘラ切 り後中央

部をナデ調整、縁辺部をヨヨナ

デ調整。他は回転ナデ調整。

″-91 ″

皿

167
21

11 1

底部はほぼ平 らで、体部は内湾気

味に上が り、口縁部で外傾する。

口縁端部を若干肥厚する。

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

回転ナデ調整。

-92

54
20
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第 8表 遺物観察表 7

挿図番号 遺構番号
種

形

器

器

径

高

径

径

口

器

胴

直

量

＞伽

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

28-93 SX-4 土 師 器

杯

138
47

88

底部はほぼ平らで、体部は内湾気

味に上が り、口縁部で外反する。

日縁端部は細 く仕上げる。

底部外面は、回転ヘラ切 りで、

板状圧痕が残る。底部内面はナ

デ調整。 日唇部から内面にかけ

て回転ナデ調整 .

″-94 SX-5

11 0

44

69

底部はやや九味を有 し、体部は内

湾気味に上が り、口縁部で外傾す

る。 口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

″-95

124
36

78

底部はほぽ平らで、体部は上外方
へほぼ真直上が り口縁部に至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

″-96

137
30

78

底部はほぼ半 らで、体部は内渭気

味に上が り口縁部に至る。 口縁端

部は丸 く仕上げる。

器面は摩耗 してお り調整不明。

-97 ″

皿

110
20

74

底部は丸味を有 し、体部は内湾気

味に上が リロ縁部に至る。 口縁端

部は細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 りで、板

状圧痕が残存する。 口唇部から

内面にかけて回転ナデ調整。底

部内面はナデ調整。

″-98 SX-6
器

＞

恵

傍

須

杯

102
32

たちあが り高06
受部径   118

底部は比較的浅 く、丸味を有す。

受部は水平にのび、端部は細い。

たちあが りは内傾 してのび、端部

は細 く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

底部外面はヘラ切 りと回転ヘラ

肖jり 調整。底部内面中央にナデ

調整。他は回転ナデ調整。

底部外面にヘ

ラ記号がある

″-99
杯 (蓋 )

140
(1 9)

天丼部ははぼ平らで、口縁部は斜

め下方へやや九味を持って下 り、

日縁端部で下方へ屈曲する。 口縁

端部は丸 く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

天丼部 %に回転ヘラ削 り調整。

天丼部内面はナデ調整。他は回

転ナデ調整。

″-100
高  杯

(34)

80

杯部底部は九味を有す。脚は「ハ
J

の字状に大きく開き、裾部で外方
へ屈曲し端部で下方へ屈曲する。

端部は細 く仕上げる。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

杯部内面はナデ調整。他は回転

ナデ調整。

29-101
″

甕

198
(55)

頸部は外反 してのび、口縁部でさ

らに外反する。 日縁端部は肥厚 し

内傾する平面を成す。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

内外面 とも回転ナデ調整。

″-102

23 0

(70)
胴部は内湾気味に上が り、頸部は

外反 してのび口縁部に至る。 口縁

端部は内傾する平面を成す。

マキアゲ、 ミスビキ厩形。

胴部外面は平行のタタキ、内面

はナデ調整。他は回転ナデ調整。

″-103 土 師 器

杯

140
32

84

底部は平らで、体部は内湾気味に

上が り、口縁部で上外方を向 く。

口縁端部は細 く仕上げる。

底部外向は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。 日縁部内外面には部分的

にヘラ磨 きを施す。

″-104

底部は半らで、体部は上外万へは

ぼ真直のび、日縁部で外反する。

口縁端部は細 く仕上げる。

底部外向は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。内面底部 と体部の境のみ

にヘラ磨 きを施す。他は回転ナ

デ調幕^

″-105

138
30

90

底部は半らで、体部は内湾気味に

上が り、口縁部で外反する。 口縁

端部は細 く仕上げる。

底部外血は回転ヘラ切 り。他ほ

器面が摩耗 してお り調整不明。

″-106

122
26

″-107 ″

椀

(42)

97

底部はほぼ平らで、体部は上外万
へほぼ直線的に上がる。底部外面

には断面台形状の高台が付 く。高
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挿 図番号 遺構番号
種

形

器

器

口ttF

法 量   器高

(cal)  胴径
虐 径

形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

29-108 SX-6 土 師 器

甕

29 6

(8の
(287)

胴部は内傾 してのび、口縁部は大

きく外傾 し、端部を上方へ屈曲さ

す。

胴部外面はハケ調整、内向はナ

デ調整。 日縁部内外面 ともヨヨ

ナデ調整。

″-109

23 2

(45)

(185)

胴部はほぼ直立 し、日縁部は大 き

く外傾 し、端部は内傾する浅い凹

面を成す。

胴部外面には縦万向、内面には

横方向のハケ調整を施す。他は

ヨヨナデ調整。

-110

25 2

(152)

1

底部は九 く、胴部は中位まで内湾

気味に上が り、上位で外傾 しての

びる。 口縁部は大きく外傾 し、端

部をIR厚するか

胴部外面はタタキのあとハケ調

整。内面は全面にハケ調整。 口

縁部内外面はヨヨナデ調整。

外面には保カ

付着する。

土   錘

長

幅

暑

全

全

董

3

0

9

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 4 anで ある。

土師質の土錘。

-112
長

幅

豊

全

全

重

7

3

5

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 5 D utで ある。

-113
全長

全幅

重量 (g)

3

4

3

-114
長

幅

量

全

全

重

3

4

4

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 6111で ある。

-115
全長

全幅

重量 (g)

3

5

2

-116
長

幅

暑

全

全

舌

45
15

紡錘形であ り、完形。

孔径は 8 malである。

〃-117
全長    47
全幅    14
言暑 (富 う 72

ほぼ円筒形であり、端部が欠損。

孔径は611mで ある。

″-118
全長

全幅

重量 (富 )

紡錘であ り、完形。

孔径は 5 alalで ある。

〃-119 銅   環

環外径   23
環内径   12
重量 (g) 80

全般に銹化 している。

環身径は 06菰、突合せ部幅は

0 4 clで ある。

″-120 SX-7 須 恵 器

棗

11 6

(62)

胴部は大 きく内傾する。頸部は外

反 し、日縁部は外傾する。 日縁端

部は上方へ屈曲する。

マキアゲ、 ミズビキ成形。

胴部外面は平行のケタキの後斜

め方向のアヽケ調整、内面は同心

円文のタタキの後ナデ調整。

30-
土 師 器

高  杯

23 0

(291
杯部の破片で、体部は内湾気味に

緩やかに上が り、口縁部は屈曲し

て上外方を向く。 口縁端部は内傾

する浅い凹面をなす。

内外面ともヘラ暦 き、特に内面

のみに雑な螺施状の暗文を施す

-122 SX-8 ″

杯

134
35

78

底部は平 らで、体部は内湾気味に

上が り口縁部へ至る。 口縁端部は

丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。

口唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

-123
小   皿

105
17

70

底部は平らで、体部は外反気味に

上が り口縁部へ至る。 口縁端部は

九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

-124

95
20

70

第 8表 遺物観察表 8
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第 8表 遺物観察表 9

挿図番号 遺構番号
器

器

種

形

法 量

(cal)

径

高

径

径

口

器

胴

藤

形 態  文 様 手 法 備  考

30-125 SX-9 須 恵 器 (35)

123

底部は丸味があ り、端部に 「ハ」

の字状に大 きく開 く高台が付 く。

高台端部は下方を向く平面を成す

体瓢は内湾気味に上がる
`

マキアゲ、 ミズビキ成形。

器面は回転ナデ調整。

高台に焼成時

の歪が残存す

る。

-126 土 師 器

杯

142
32

100

底部は平らで、体部は上外方へほ

ぼ真直上が り回縁部に至る。口縁

端部を内側に折 り返す。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は内外面 ともヘラ磨 き

を施す。

-127

141
49

68

底部は深 く、平らである。体部は

内湾 して上が リロ縁部で上外方を

向 く。 口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転糸切 り。

口縁部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

-128
小   杯

107
44

70

医部は深 く、平らである。体部は

内湾気味に上が り、口縁部に至る。

口縁端部は細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り、内面

はナデ調整。他は回転ナデ調整。

-129

88
27

68

底部はほぼ平らで、体部は上外方
へほぼ真直上が り口縁部に至る。

日縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナテ

調整。 口唇部から内面にかけて

回転ナデ調整。

-130

106
27

62

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は、器面が摩耗 してお

り調整不明。

-131 ″

椀

132
51

70

底部はほぼ平 らで、体部は内湾 し

て上が リロ縁部に至る。 口縁端部

は九 く仕上げる。底部外面には

「ハJの字形に開 く高台が付 く。高

台端部は下方を向く平面を成すⅢ

器面は摩耗 してお り、調整不明。

-132 (61)

102

底部はほぼ平 らで、 「ハJの字状

に大きく開 く高台が付 く。端部は

九 く仕上げる。体部は内湾気味に

底部内面はナデ調整。他は回転

ナデ調整。

″-133
皿

120
23

80

底部は半 らで、体部は上外万へは

ぼ真直上が り口縁部に至る。 口縁

端部は九 く仕上げる。

底部外向は回転ヘラ切 り。

口唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

″-134
小  皿

96
15

56

底部は平らで、体部は上外万へほ

ぼ真直上が リロ縁部に至る。口縁

端部は細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。他は、

器面が摩耗 してお り、調整不切。

″-135

10 2

18

68

底部外面は回転ヘラ切 り。他は、

回転ナデ調整。

″-136

10 2

20

78

底部は平 らで、体部は内湾気味に

上が リロ縁部に至る。 口縁端部は

細 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。他は、

器面が摩耗 してお り、調整不明。

″-137

98
20

53

底部は平らで、体部は上外方へほ

ぼ真直上が り口縁部に至る。 口縁

端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転糸切 りで板状圧

痕が残存する。他は器面が摩耗

してお り調整不明。

″-138

97
22

55

底部は平らで、体部は内湾気味に

上が リロ縁部で若干外傾する。 ロ

縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転糸切 り。他は器

面が摩耗 してお り、調整不朔。

-139
台 付 皿

141
(221

底部は平 らで、中央部に径 1 3cal

の円孔を穿つ。体部は上外方へほ

ぼ真直上が り口縁部に至る。 口縁
部内面に岡線ぶ同 /・ _

器面 は回転ナデ調整。 脚 部 は尺 積 丁

る。
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挿図番号 遺構番号
種

形

器

器

法  量

(cI)

後

高

径

客

口

器

胴

虐

形 態  文 様 手 法 備   考

30-140 SX-9
器

皿

師

付

土

台

160
55

84

杯部の形態は 139と 全 く同 じ。

脚部は「ハ」の字状に大きく開き、

端部は下方を向く平面を成す。

器面は摩耗が著 しく調整不甥。

-141 (29)

96

底部は平らで、 「ハ」の字状に開

く高さ 2 caの 高台が付 く。端部は

丸 く仕上げる。

-142 (32)

104

高台は「ハ」の字状に開 く。高さ

は 2 7clで ある。端部は丸 く仕上

げる。

内外面 とも回転ナデ調整。

-143 (30)

10 6

高台は 「ハ」の字状に開 く。高さ

は 2 8calで ある。端部は下方を向

く凹面を成す。

器面は摩耗が著 しく調整不明。

31- 144
台付小皿

94
34

60

皿部底部は九「/1tを 有 し、体部は内

湾気味に上が り口縁部に至る。日

縁端部は丸 く仕上げる。高台は

「ハ」の字状に開き、端部は下方を

向く凹面を成す。

″-145

98
32

57

皿部底部はほぼ平坦で、体部は上

外方へほぼ真直上が り回縁部に至

る。 口縁端部は九 く仕上げる。高

台は「ハ 1の字状を呈す。

底部外面は回転糸切 り。他は、

器面が著 しく摩耗 してお り調整

不明。

″-146 ″

甕

脚
⑩
痢
一

胴部は内湾気味に上が り、口縁部

で大きく外傾する。 口縁端部は内

傾する浅い凹面を成す。

胴郡外 国に lI脂顕庄展、 四国に

は強い横方 向のナデが残存す る I

口縁部 内外面 ともヨヨナデ調整十

-147

27 6

(59)

胴部は上外方へ上が り、口縁部は

大きく外傾する。口縁端部を上方

へ禄み出す。

胴部外面は積方向ののハケ調整

他はヨヨナデ調整。 付着する。

-148
羽  釜

加∽
卵
一

胴部はほぼ真上に上が リロ縁部に

至る。 日縁部下には水平にのびる

鍔が付 く。鍔端部は浅い凹面を成

十ト

-149

208
(60)
(211)

胴部外面はナデ調整。他はヨコ

ナデ調整。

″-150 (110)
30 4

胴部ははほ具上に上が り、外由に

は断面三角形の鍔が回る。鍔の上

には耳状の把手が付 く。

胴部外面は横方向のハケ調整、

内面はナデ調整。

″-151 土  鍾

全長    51
全幅    15
重量 (g) 95

紡錘形であ り、はほ冗形。

孔径は 5 D alで ある。

土師質の上錘。

″-152

全長    60
全幅    21
重量 (g)230

ほぼ円筒形であ り、両端が欠損。

孔径は 7mである。

″-153 SX-10
器

杯

師土

小

106
37

75

底部はやや丸味を有 し、体部は内

湾気味に上が り、口縁部で若干外

傾する。日縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。口唇部から内面にかけて

回転ナデ調整。

-154

10 2

27

70

底部はほぼ平らで、体部は上外万

へはぼ真直上が り、日縁部で若干

外傾する。 日縁端部は丸 く仕上げ

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

第 8表 遺物観察表 10
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挿図番号 遺構番号
種

形

器

器

ｃ
高

径

客

口
器

胴

廣

量

，卿

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

31-155 SX-10 土 師 器

小  皿

110
(17)

78

底部は平らで、体部は上外方へ真

直のび、日縁部へ至る。口縁部は

九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

-156
羽  釜

22 7

(3 5)

(25 0)

胴部は内傾 して上が り、口縁部で

さらに外傾する。 口縁部下には水

平にのびる鍔が付 く。鍔端部は丸

胴部外向は積万向のハケ調整。

他はヨヨナデ調整。

―- 157 (53)

(250)

胴部は内傾 して上が り、日縁部で

やや直立する。 口縁部下にはやや

上外方を向く鍔が付 く。鍔端部は

凹面を成す。

胴部外画は積方向のハケ調整の

後タタキを施す。他はヨヨナデ

調整。

外 国は際か何

着す る。

-158 土   錘

全長

全幅

重量 (g)

22

ほぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 7nmで ある。

須恵質の上鍾。

-159 砥   石

全長    (67)
全幅    58
全厚    19
重量 (g)1220

表豪両面 と欠損部以外の側面を使

用する。特に表裏両面の使用が多

く断面凹面を成す。

石材は砂岩。

32- SX-11 須 恵 器

杯

[60
57

78

底部はベタ高台となってお り、体

部は内湾気味に上が り、口縁部で

やや外傾する。 日縁端部は丸 く仕

上げる。

底部外面は糸切 りである。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

″-161 上 師 器

杯

154
44

82

底部はほぼ平 らで、体部は直線的

に上が り口縁部に至る。 日縁端部

は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

″-162

180
46

96

″-163

137
56

70

底部は平底でベタ高台である。

体部は内湾気味に上が り口縁部に

至る。 口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は糸切 りである。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

″-164

5 底部は半底でベタ高台である。

体部は内湾気味に上が リロ縁部で

上外方を向く。日縁端部は丸 く仕

上げる。

底部外面は糸切 りである。

口唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

内面に 176が

貼付 いた状態

で出土。

″-165
小  杯

10 4

42

60

底部は平底でベタ高台である。

体部は内湾気味に上が リロ縁部で

外傾する。 口縁端部は丸 く仕上げ

る。

体部から口縁

部外面にかけ

て煤が付着す

る.

″-166

86
24

68

底部はほぼ平らで、体部は上外方
へはぽ真直上が リロ縁部に至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

区部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

″-167

96
23

72

″-168

100
23

78

″-169

98
25

70

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

回転ナデ調整。

第 3表 遺物観察表11
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第 8表 遺物観察表12

挿図番号 遺構番号
種

形

器

器

径
高

径

径

口

器

胴

睦

量

≫∞

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備  考

32-170 SX― ll
器

杯

師土

小

98
30

66

底部はやや丸味を有す。

体部は上外方へほぼ真直上がリコ

縁部に至る。口縁端部は丸く仕上

げる。

底部外面は回転ヘラ切 り、内面

はナデ調整。他は回転ナデ調整。

98
24

底部はほぽ平らで、体部はやや内

湾気味に上が り口縁部に至る。 日

縁端部は細 く仕上げる。

底部外面は糸切 り、内面はナデ

調整。 口唇部から内面にかけて

回転ナデ調整。

″-172

底部ははぼ平らで、体部は上外方

へほぼ真直上が り、口縁部で若干

外傾する。 口縁端部は丸 く仕上げ

る^

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。 口縁部外面から内面にか

けて回転ナデ調整。

-173

104
31

63

-174

96
30

58

底部は平らで、体部は内湾気味に

上が り、日縁部で若千外傾する。

口縁端部は九 く仕上げる。

底部外国は糸切 り。 口縁部外国

から内面にかけて回転ナデ調整
`

内底面はナデ調整。

-175 ″

椀

155
65

60

底部はほぼ平らで、体部は肉湾 し

て上が リロ縁部で外反する。 口縁

端部は九 く仕上げる。底部には

「ハ」の字状の高さ i cnの 高台が付

く̂ 端部は内傾する凹面を成す。

器面は摩耗が著 しく調整不明。

薄い。

″-176
小  皿

94
13

58

底部は平らで、体部は上外方へは

ぼ真直上が り口縁部に至る。 口縁

部内面に凹線を回らす。

底部外面は回転ヘラ切 り。

口唇部から内面にかけて回転ナ

デ調整。

″-177

底部は平 らで、体部は上外方へほ

ぼ真直上が り日縁部に至る。 日縁

端部は丸 く仕上げる。

器面は摩耗が著 しく調整不明。

″-178
台付小皿

92
34

51

履部は半らで、体部は内湾気「/kに

上が り口縁部に至る。口縁端部は

丸 く仕上げる。底部には 「ハJの
字状の高さ 1 6cmの高台が付 く。

33-179 ″

甕

２８２
⑩
獅
一

胴部は上外万へ上が り、口縁部で

大きく外反 し、端部を考干肥厚 し

丸 く仕上げる。

鎮部内EIに半行のタタキ。胴部

内面はナデ調整。他はヨヨナデ

調整。

″-180
羽  釜

別
ｍ
痢
一

胴部は内湾気味に上が ,日縁部に

至る。日縁部下には上外方を向く

鍔が付 く。鍔端部は内傾する凹面

を成す。

可H部外面は積万向のハケロとタ

タキロが残存 し、内面はナデ調

整。他はヨヨナデ調整。

″-181 SX-12
器

皿

師土

耳

74
29

40

底部はほぼ平らで、体部から口縁

部の 2ヶ 所を内側に折 り曲げる。

口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。 黄色を呈す。

″-182 土  錘

長

幅

量

全

全

重

45
16
107

はぼ円筒形であ り、完形。

孔径は 4 5amで ある。

土師質の上錘。

″-183 SX-13 土 師 器

杯

120
34

78

底部は平らで、体部は上外方へは

ぼ真直上が り、口縁部で若干外傾

する。 日縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り、内面

はナデ調整。他は回転ナデ調整。

″-184 ″

皿

142
23

90

底部は平 らで、体部は上外方へほ

ぼ真直上が り口縁部に至る。 日縁

端部は丸 く仕上げる。

風部外面は回転ヘラ切 り、他は

器面が摩耗 してお り調整不明。
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挿 図番号 遺構番号
種

形

器

器

径

高

径

客

口

器

胴

廣

量

う∞

法

く
形 態 。 文 様 手 法 備   考

33-185 SX-13 須 恵 器

鉢

240
10 1

体部は上外方へほぼ真直上が り、

口縁部に至 る。 口縁端部を若干肥

厚す る。

器面は摩耗するが、外面に平行

のタタキの後に回転カキロ調整

内面に青海波文のタタキが残存

する。

焼成はやや不

良で瓦質土器

に似る。

″-186 SX-14
杯 (蓋 )

(18)

天丼部は平らで、中央部に丸いつ

まみが付 く。

マキアゲ、ヒズビキ成形。

器面は回転ナデ調整。

″-187 土 師 器

杯

″
３３
一
７８

底部はやや九味を有 し、体部は上

外方へほぼ真直上が り口縁部に至

る。 口縁端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他はナデ調整。

-188

11 6

54

68

底部は深 く、やや丸味を有す。体

部は上外方へほぼ真直上が リロ縁

部に至る。 口縁端部は丸 く仕上げ

る。

底部外向は回転ヘラ切 りで板状

圧痕が残存する。内面は回転ナ

デ調整。

-189

] 3 5 区部は比較的深 く、平らで、体部

はやや内湾気味に上が り、口縁部

で上外方を向く。 口縁端部は丸 く

仕上げる。

騒部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

-190
皿

13 2

19

90

ほ部ははほ平らで、体部は上外方
へほぼ真直上が リロ縁部に至る。

日縁端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

土  錘

全長

全幅

重量 (g)

紡錘形であ り、完形。

孔径は 4 mIIlである。

土師質 の上錘。

-192 SX-15 土 師 器

杯

134
51

71

底部はほぼ平らで、体部は上外方
へほぼ真直上が り、口縁部で若干

外傾する。 日縁端部は九 く仕上げ

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

″-193 ″

皿

128
24

94

底部ははぽ平 らで、体部は上外方
へほぼ真直上が り回縁部に至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り、内面

はナデ調整。他は回転ナデ調整。

-194 土  鍾

全長    48
全幅    19
重量 (g)170

紡錘形であ り、完形。

孔径は 51mで ある。

土師質の上錘。

-195 P-1 土 師 器

椀

底部ははほ半らで、端部に |ハ 」

の字状に開 く高さ 1 9calの 高台が

付 く。日縁端部は丸 く仕上げる。

体部は上外方へはぼ真直上が リロ

縁部に至る。端部は丸 く仕上げる。

底部外向は回転ヘラ切 りで板状

圧痕が残存する。他は回転ナデ

調整。

-196 P-2
杯

12 1

32

90

底部はlaぼ平 らで、体部は上外万
へほぼ真直上が り口縁部へ至る。

口縁端部は丸 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り。他は

器面が摩耗 してお り調整不明。

-197 P-3 弥生土器

甕

(28)

45

底部は平らで、胴部は上外万へ上

がる。

外面にタタキロが残存 し、内面

はナデ調整。

-198 P-4
器

＞
恵
鮭

須

杯

100
(33)

天丼部は九味を有 し、緩やかに下

り、口縁部で下方に屈曲する。

口縁端部は細 く仕上げる。

天丼部外面はヘラ切 りで一部に

回転ヘラ削 り調整。他は回転ナ

デ調整。

-199 土 師 器

杯

102
35

64

区部は平 らで、体部は上外方へほ

ぼ真直上が リロ縁部に至る。 日縁

端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。 口唇部から内面にかけて

回転ナデ調整。

第 8表 遺物観察表 13
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第 8表 遺物観察表14

第 9表 杯、小皿法量分布表 (SX-9～ 11)

(器高 )

5

(器高 )

5

第11表 皿、小皿法量分布表 (遣構 )

20cm(口径 )

20cm(口 径 )

挿図番号 遺構番号
種

形

器

器

全
一局
径

径

口
器

胴

虐

量

≫卿

法

く
形 態 ・ 文 様 手 法 備   考

33-200 P-5 土 師 器

杯

28
底部はほぼ平 らで、体部は上外方
へ上が り、口縁部で外傾す る。 ロ

縁端部は細 く仕上げる。

底部外面は糸切 り、内面はナデ

調整。 日唇部から内面にかけて

回転ナデ調整。

″-201 P-6
小  皿

13
底部ははほ半 らで、体部は上外万
へ直線的に上が り口縁部へ至る。

口縁端部は九 く仕上げる。

底部外面は回転ヘラ切 り後ナデ

調整。他は回転ナデ調整。

★SX-9
☆SX■0
o SX-11

第10表 杯法量分布表 (その他の遺構 )

(口 径 )
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図   版



A区調査前全景 (北 より)

BoC区調査前全景 (北 より)



試掘 トレンチ 遺構検出状態 (北より)

試掘 トレンチ 遺構検出状態 (南 より)



試掘 トレンチ 遺構検出状態 (東 より)

試掘 トレンチ

■■■■ir'|■
'Iヽ|

遺構検出状態 (西 より)



図版 4

A区遺構検出状態 (北 より)

A区遺構検出状態 (北 より)



図版 5

B区遺構検出状態 (東より)

C区遺構検出状態 (東 より)



図版 6

A区遺構完掘状態 (北 より)

A区遺構完掘状態 (北より)



図版 7

B区遺構完掘状態 (東より)

Ⅲマ|



A区北端部礫層検出状態 (西 より)

A区北端部礫層検出状態 (南 より)



ST-25(北より)

ST-25(司 しよ り)



図版 10

ST-26(西 より)
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図版 11

ST-27(北 より)
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図版 12
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図版 14

(西 よ り)

SA-16(南より)
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図版 16

SK-80(東 より)

(東 より)



図版 17
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図版 18

SK-88集 石検出状態 (北より)
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図版 19
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図版 21
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SX-5、 SX-80(西 より)

SX-6(北 より)
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ST-25遺 物出土状態 (58)

SK-79遺 物 出土 SK-88遺 物出土状態

SK-88遺 物出土状態 (72) SK-88遺 物出土状態 (75)

SK-93遺 物出土状態 (78) SK-93遺 物出土状態 (79)
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SK-79遺 物出土状態 (82) SX-2遺 物出土状態 (87)

SX-3遺 物出土状態 (89)

SX-5遺 物出土状態 (94) SX-5遺 物出土状態 (97)

SX-6遺 物出土状態 (98) SX-6遺 物出土状態 (100)
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SX― G遺物出土状態 (102)

SX-8遺 物出土状態 (107) SX-6遺 物出土状態 (110)

SX-6遺 物出土状態 (119) SX-7遣 物出土状態 (120)

SX-7遺 物出土状態 (121) SX-9遺 物出土状態 (131)



図版 32

SX-9遺 物出土状態 (132) SX-9遺 物出土状態 (139)

SX-9遺 物出土状態 (140)

SX-11遺 物出土状態 SX-11遺 物出土状態

SX-14遺 物出土状態 (187) P-1遺 物出土状態 (195)
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第 H層 出土遺物

第Ⅱ層 出土遺物
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第 H層 出土遣物

ST-26出 土遣物
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ST-26出 土遺物

ST-26出 土遺物
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ST-26出 土遺物

SX-3出 土遺物
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SX-6出 土遺物

SX-9出 土遺物



SX-6・ 7・ 9。 13・ 14出 土遺物

SX-11、 SK-94出 土遺物
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SX-9出 土遣物

SX-11出 土遺物
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第 H層 出土遺物

SX-1・ 6・ 15出土遺物
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